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日本における化学史文献：世界篇

大 野 誠

は じ め に

研究の核心は「継承」と「批判」にある，とよく

言われる．「継承」にせよ，「批判」にせよ，いずれ

にしてもその前提にあるのは「先行」研究である．

したがって，あるテーマについて先行研究のリスト

を作成することは，研究の第一歩を踏み出したこと

になる．このようなことは，卒業論文や大学院生の

論文を指導する教員なら，いつも学生に述べている

ことである．もちろん，個々の研究者は何らかの形

で必ず，自分の研究領域に関する先行研究のリスト

をつくっている．だが，不思議なことにそうしたも

のの集合体はどの学問分野でも稀にしか公表されな

い．本文献集の目的は，わが国における化学史研究

の今後の発展のために，その基礎としてこれまでの

研究成果を一覧できる文献目録を提供することにあ

る．この試みはわが国の科学史学界では初めてのこ

とである．しかし，掲載すべき情報を書き漏らして

いることも多いと思われる．初めての試みに免じて

ご容赦いただきたい．

本文献集の編集責任は筆者にあるが，以下の方々

から数多くの情報をお寄せいただいた．最初に記し

て謝意を表したい．

編集協力者：吉本秀之，園部利彦，古川安，

内田正夫，河野俊哉，梶雅範．

1. 編 集 方 針

(１) 本文献集に掲載する書誌情報は，化学史上

の原典翻訳と研究文献についてのものであ

る．

(２) 原典の翻訳については，可能な限り原語の

表題などの情報も付記する．

(３) 本稿での研究文献とは，著書に加えて，「論

文」･「寄書」･「研究ノート」･特集企画の論

稿を指し，書評･発表要旨･学術集会の報告

などは含まない．日本で公刊されたものに限

り，英語で書かれたものも含める．

(４) 文献で扱われているテーマについては，日

本化学史以外の化学史･化学技術史，および

これらに関係するものとする．また扱われて

いる時代は，古代から第二次世界大戦直後頃

までとする．＊日本化学史については，本号

とは別に今後文献集を作成する予定である．

(５) 各文献の掲載回数は1回とし，同一文献を

二箇所以上で掲載することはない．

2. 本文献集の情報源

(１) 著作については，国立情報学研究所のウェ

ッブサイトNACSIS．

(２) 論文については，国立情報学研究所のウェ

ッブサイトCiNii．

(３)『化学史研究』の論文については学会のホー

ムページ．

(４) その他，編集委員会へ寄せられた情報

3. 掲載事項の凡例

(１) 同一項目内の研究文献は，刊行年の古い順

に配列し，刊行年が同一の場合は，著者の氏

名の「あいうえお」順に並べた．

(２) 文献の表記方式は，次のものを基本とする

が，頁数を表記しない場合も多い．

著者名「題目」『著作や雑誌のタイトル』巻･

号数（刊行年)：掲載頁．
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A. 全般か複数の領域にわたるもの

事 典

伊東俊太郎・坂本賢三・山田慶兒・村上陽一郎編『科学史技術史事典』弘文堂（1983)．

橋本毅彦･梶雅範･廣野喜幸監訳『科学大博物館―装置･器具の歴史事典―』朝倉書店（2005)．

科 学 史

永井潜『アリストテレースよりニュートンまで』春秋社（1929)．

ギリスピー（島尾永康訳）『科学思想の歴史』みすず書房（1965)．

村上陽一郎『西欧近代科学：その自然観の歴史と構造』新曜社（1971)．

H.カーニイ（中山茂･高柳雄一訳）『科学革命の時代：コペルニクスからニュートンへ』平凡社（1972)．

ジョセフ･ニーダム（橋本敬三ほか訳）『中国の科学と文明』全11巻，思索社（1974-1981)．

アーサー･O･ラヴジョイ（内藤健二訳）『存在の大いなる連鎖』晶文社（1975)．

シュテーリヒ（菅井準一･長野敬･佐藤満彦訳）『西洋科学史』(全5冊)，社会思想社教養文庫（1975-76)．

島尾永康『物質理論の探求：ニュートンからドールトンまで』岩波新書（1976)．

ダンネマン（安田徳太郎訳)『新訳 ダンネマン大自然科学史』12巻＋別巻1，三省堂（1977-1980)．

島尾永康編著『科学の歴史』創元社（1978)．

大沼正則『科学の歴史』青木書店（1978)．

坂本賢三『科学思想史』岩波全書（1984)．

D.M.ナイト（柏木肇･柏木美重訳編著）『科学史入門：史料へのアプローチ』内田老鶴圃（1984)．

F.V.ハント（平松幸三訳）『音の科学文化史：ピュタゴラスからニュートンまで』海青社（1984）．

遠山啓『科学史の流れに学ぶ：遠山啓のコペルニクスからニュートンまで』太郎次郎社（1985)．

平田寛『図説科学･技術の歴史：ピラミットから進化論まで』上下巻，朝倉書店（1985)．

コリン･ロナン（村上陽一郎監訳）『図説科学史』東京書籍（1985)．

大沼正則『科学史を考える』科学全書，大月書店（1986)．

中山茂･石山洋『科学史研究入門』東京大学出版会（1987)．

E.A.バート（市場泰男訳）『近代科学の形而上学的基礎：コペルニクスからニュートンへ』平凡社（1988)．

吉仲正和『力学はいかにして創られたか：コペルニクスからニュートンへ』玉川大学出版部（1988)．

キース･トマス（山内昶監訳）『人間と自然界：近代イギリスにおける自然観の変遷』法政大学出版局

（1989)．

古川安『科学の社会史：ルネサンスから20世紀まで』南窓社（1989，増訂版：2000)．

ロバート･K.G.テンプル（牛山輝代監訳）『図説中国の科学と文明』河出書房新社（1992)．

井山弘幸『偶然の科学誌』大修館書店（1995)．

山本義隆『古典力学の形成：ニュートンからラグランジュへ』日本評論社（1997)．

チャールズ･ウェブスター（金子務監訳，神山義茂･織田紳也訳）『パラケルススからニュートンへ：魔術

と科学のはざま』平凡社（1999)．

中山茂『20･21世紀科学史』NTT出版（2000)．

K.ファン･ベンケル（塚原東吾訳）『オランダ科学史』朝倉書店（2000)．

松山壽一『ニュートンからカントへ：力と物質の概念史』晃洋書房（2004)．
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技術史･産業史

奥村正二『製鉄製鋼技術史』伊藤書店（1944)．

『近代熔鋼法の誕生：ヘンリー･ベッセマーの苦闘』八幡製鉄株式会社販売部（1954)．

関野唯一『世界糖業文化史』邦光書房（1955)．

立川昭二「銅冶金の起源と発展」『科学史研究』第40号（1956年)：1-6．

松井悦造「漆の研究史」『科学史研究』第44号（1957)：10-17．

中沢護人「冶金学誕生の序曲」『科学史研究』第54号（1960年)：9-20．

ルードウィヒ･ベック（中沢護人訳）『鉄の歴史』5巻（16分冊），たたら書房（1968-1986）．

シンガー，ホームヤード，ホール，ウィリアムズ（平田寛･八杉龍一･田中実他訳編）『技術の歴史』14

巻，筑摩書房（1978-81）．

ヨハン･ベックマン（特許庁内技術史研究会訳)『西洋事物起源Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ』ダイヤモンド社（1980)；岩波

文庫（4分冊，1999-2000)．

村上陽一郎編『知の革命史7 技術思想の変遷』朝倉書店（1981)．

三輪茂雄『粉の文化史―石臼からハイテクノロジーまで』新潮社（1987)．

中沢護人『栄光のいばらの道：ベッセマーの溶鋼法の発明』アグネ（1989)．

中国硅酸塩学会『中国陶磁通史』平凡社（1991)．

『「火」―火の生活文化史･火の博物館』KBI出版（1994)．

ベッセマー（中澤護人･田川哲哉訳）『ベッセマー自叙伝：20世紀文明の基礎を築いた発明家』日鉄技術情

報センター（1999)．

磯田浩『火と人間』法政大学出版局（2004)．

糖業協会『糖業技術史―原初より近代まで』丸善プラネット（2004)．

糖業協会『現代糖業技術史―第二次大戦終了以後 甘蔗糖編』丸善プラネット（2006)．

糖業協会『現代糖業技術史―第二次大戦終了以後 精製糖編』丸善プラネット（2006)．

糖業協会『現代糖業技術史―第二次大戦終了以後 ビート糖編』丸善プラネット（2006)．

歴史における科学的認識

柏木肇「自然認識の歴史的規定性」『思想』No.541（1967)：40-52．

G.バシュラール（及川馥･小井戸光彦訳）『科学的精神の形成―客観的認識の精神分析のために―』国文社

（1975)．

廣田鋼蔵･慶伊富長･栗本慎一郎『Michael Polanyi』カルビー（1986)．

大塚明郎･栗本慎一郎･慶伊富長･児玉信次郎･廣田鋼蔵『創発の暗黙知―マイケル･ポランニー その

哲学と科学―』青玄社（1987)．

唐木田健一「定量的科学におけるあいまいさについての考察」『化学史研究』第16巻（1989)：49-54．

ガリー･ガッティング（成定薫･金森修･大谷隆昶訳)『理性の考古学：フーコーと科学思想史』産業図書

（1992)．

金森修『バシュラール：科学と詩』現代思想の冒険者たち，講談社（1996)．

唐木田健一「理論評価におけるいわゆる「社会的要因」の関与について」『化学史研究』第27巻（2000)：

169-175．

金森修『科学的思考の考古学』人文書院（2004)．
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ジェンダーと科学

小川眞里子「Women in Scienceことはじめ」『化学史研究』第19巻（1992)：110-122．

ロンダ･シービンガー（小川眞里子･藤岡伸子･家田貴子訳）『科学史から消された女性たち』工作舎

（1992)．

エヴリン･フォックス･ケラー（幾島幸子･川島慶子訳）『ジェンダーと科学：プラトン，ベーコンからマ

クリントックへ』工作舎（1993)．

L.J.シェパード（小川眞里子･服部範子･小田敦子訳）『ヴェールをとる科学：科学と女性性』誠信書房

（1997)．

川島慶子「「ロージー」のめがね―試論：科学者伝における「言説」と「ジェンダー」」『化学史研究』第25

巻（1998)：194-209．

マーガレット･アーリク（上平初穂･上平恒･荒川泓訳)『男装の科学者たち：ヒュパティアからマリー･

キュリーへ』北海道大学図書刊行会（1999)．

猿橋勝子監修『親愛なるマリー･キュリー：女性科学者10人の研究する人生』東京図書（2002)．

川島慶子『エミリー･デュ･シャトレとマリー･ラヴワジエ，18世紀フランスのジェンダーと科学』東京

大学出版会（2005)．

論 文 集

渡辺正雄『文化史における近代科学』未来社（1963)．

伊東俊太郎『文明における科学』勁草書房（1976)．

村上陽一郎編『科学史の哲学』朝倉書店（1980)．

吉仲正和『科学者の発想：ガリレイ･ニュートン･寺田寅彦･橋田邦彦』玉川大学出版部（1984)．

佐々木力『科学革命の歴史構造』上下巻，岩波書店（1985)．

M.L.R.ボネリ･W.R.シエイ編（村上陽一郎ら訳)『科学革命における理性と神秘主義』新曜社（1985)．

伊東俊太郎･村上陽一郎編『講座科学史1 西欧科学史の位相』培風館（1989)．

伊東俊太郎･村上陽一郎編『講座科学史2 社会から読む科学史』培風館（1989)．

伊東俊太郎･村上陽一郎編『講座科学史3 比較科学史の地平』培風館（1989)．

横山輝雄･井山弘幸･橋本毅彦編『科学における論争･発見』木鐸社（1989)．

大野誠･小川真里子編著『科学史の世界』丸善（1991)．

佐々木力『近代学問理念の誕生』岩波書店（1992)．

下村寅太郎『下村寅太郎著作集2 近代科学史論』みすず書房（1992)．

吉本秀之･川崎勝･大野誠･藤井清久･柏木肇･梅田淳･古川安･鎌谷親善･亀山哲也『科学と国家と宗

教』平凡社（1995)．

日吉芳朗『足跡（あしあと)』私製本（2003)．

金森修『科学的思考の考古学』人文書院（2004)．

化学史の通史

松野吉松『一般化学及化学史』共立社（19―)．

久木田隊伍『化学史及化学大家伝』多良木出版所（1916)．

中瀬古六郎『世界化学史』カニヤ書店（1924)．
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中瀬古六郎『近代化学史』カニヤ書店（1927)．

西田博太郎･益田苦良『化学史概説』寶文館（1927)．

山岡望『化学史伝』（初版）裳華房（1927)：(脚注版）内田老鶴圃新社（1968)．

中瀬古六郎『化学史』岩波書店（1931，増訂版1933)．

中瀬古六郎『世界化学史要』山雅房（1942)．

スヴェドベリー（田中實訳）『物質観の歴史』白水社（1942，新版1952)．

久保昌二『化學史：化學理論發展の歴史的背景』上･下巻，白水社（1949，1950)．

田中実『化学の歴史』学芸図書（1951)．

白井俊明編『化学の歴史』毎日新聞社（1954)．

田中実『近代化学史：化学理論の形成』中央出版（1954)．

初等化学講座編集委員会編『化学の歴史』朝倉書店（1965)．

チャールス･A･ライヘン著（田中実訳）『化学の歴史』恒文社（1965)．

武田和子『化学と人間の物語：たのしく読める化学史』河出書房新社（1966)．

吉岡甲子郎･竹内敬人『化学の歴史』出光書店（1973)．

都築洋次郎『化学史：その思想と技術』朝倉書店（1966，補訂版1976)．

紫藤貞昭･都築洋次郎監修『化学のあゆみ』第一法規出版（1970)．

A.サトクリッフ・A.P.D.サトクリッフ（市場泰男訳）『エピソード科学史1化学編（1)』社会思想社

（1971)．

A.J.アイド（鎌谷親善･藤井清久･藤田千枝訳）『現代化学史』全3巻，みすず書房（1972)．

A.フィンドレイ（都築洋次郎･塩川久男訳）『近代化学史』講談社（1972)．

田中実『科学の歩み：物質の探求』ポプラ社（1974)．

山岡望「化学史塵-100終-」『アロマティックス』26（9･10)（［1974.10］）．

山岡望『化学史筆』内田老鶴圃新社（1976)．

アイザック･アシモフ（玉虫文一･竹内敬人訳）『化学の歴史：プロメテウスから原子力まで』河出書房新

社（新装版1977)．

山岡望『化學史談Ⅴ：ベンゼン祭』内田老鶴圃新社（1977）．

山岡望『化學史傳』内田老鶴圃新社（1979)．

大沼正則「化学･その歴史と理論」（井本稔･大沼正則･道家達将･中川直哉編)『化学のすすめ』筑摩書房

（1980）所収．

阪上正信『化学史の道･時とともに歩みつつ』私製本（1981)．

H.M.レスター（大沼正則監訳，肱岡義人･内田正夫訳)『化学と人間の歴史』朝倉書店（1981)．

渡辺啓･竹内敬人『読み切り化学史』東京書籍（1987)．

サバドバリー（阪上･本浄･木羽･藤崎共訳)『分析化学の歴史』内田老鶴圃（1988）．

D.M.ナイト（藤井清久訳)『化学の超経験的部分』内田老鶴圃（1988)．

日本化学会編『化学史･常識を見直す：教科書の誤りはなぜ生まれたか？』講談社ブルーバックス（1988)．

筏英之『百万人の化学史：「原子」神話から実体へ』アグネ承風社（1989)．

曹元宇（木田茂夫･山崎昶訳)『中国化学史話』（上･下)，裳華房（1990)．

松岡敬一郎『化学史』霞ケ関出版（1991)．

竹内敬人･山田圭一『化学の生い立ち』大日本図書（1992)．
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竹内敬人『化学史』放送大学（1993)．

島尾永康『中国化学史』朝倉書店（1995)．

橋本毅彦『物理･化学通史―自然哲学から巨大科学まで』放送大学教育振興会（1999)．

Edv.Hjelt（中神照太･横田徳郎訳)『古代より現代に至る有機化学史』（原著1916年刊行）私家版

（2003)．

立花太郎『化学と化学史―化学者のための化学史案内―』私家版（2003)．

W.H.ブロック（大野誠･梅田淳･菊池好行訳）『化学の歴史I』朝倉書店（2003)．

五島綾子･中垣正幸『NANOナノの世界が開かれるまで』海鳴社（2004)．

松本泉『偉人と語るふしぎの化学史：化学法則が生み出されるプロセスを追体験する』講談社ブルーバック

ス（2005)．

アーサー･グリーンバーグ（渡辺正･久村典子訳)『痛快化学史』朝倉書店（2006)．

化学技術･化学工業の通史

フェルフル＆ズュッセングート（原野太郎訳)『化學技術史』慶應書房（1942)．

山崎俊雄『化学技術史：大工業と化学技術』（科学史大系6）中教出版（1953)．

道野鶴松『化学技術史』朝倉書店（1965)．

山田圭一『現代化学技術史』コロナ社（1966)．

本田一二『ものがたり化学技術史』科学情報社（1970)．

高橋武雄『化学工業史』産業図書（1973)．

加藤邦興『化学の技術史』オーム社（1980)．

加来祥男『ドイツ化学工業史』ミネルヴァ書房（1986)．

鈴木明『人物･化学技術史』日刊工業新聞社（1987)．

岡崎達也『近代化学技術史ノート』（改訂第2版)，徳島化学工学懇話会（1990)．

フレッド･アフタリオン（柳田博明訳)『国際化学産業史』日経サイエンス社（1993)．

人物科学史

菅井準一ら『物理學者傳記･化學者傳記』（岩波講座物理學及び化學；別項）岩波書店（19―)．

矢川徳光『不滅の科学者：ケプラー，ガリレオ，ニュートン』潮文閣（1943)．

岡邦雄『大科學者傳：コペルニクス，ブラーエ，ガリレオ，ケプラー，ニュートン：生涯と學説』文理書院

（1948)．

菅井準一『眞理愛の科學者：パスカル･パストゥール･キューリー夫妻の物語』文理書院（1950)．

J.G.クラウザー（鎮目恭夫訳)『産業革命期の科学者たち』岩波書店（1964)．

原光雄『化学を築いた人々』中公自然選書（1973)．

植村琢『化学領土の開拓者たち』朝倉書店（1976)．

マノロフ（早川光雄訳)『化学をつくった人びと』上下，東京図書（1979)．

セグレ（久保亮五･矢崎裕二訳)『X線からクォークまで：二十世紀の物理学者たち』みすず書房（1983)．

東京工業大学科学史ゼミナール編『宇宙とその法則をめぐって』（英文で読む大科学者のことば1）講談社

（1985)．

東京工業大学科学史ゼミナール編『物質と生命をめぐって』（英文で読む大科学者のことば2）講談社
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（1985)．

ポーター（市場泰男訳)『大科学者たちの肖像』朝日新聞社（1989)．

村上枝彦『人物化学史事典：化学をひらいた人々』海游舎（1994)．

小山慶太『ケンブリッジの天才科学者たち』新潮社（1995)．

園部利彦『化学者111話：化学が歩んだ道』近代文芸社（1995)．

竹内均『科学の世紀を開いた人々 上>』ニュートンプレス（1999)．

アナン『大学のドンたち』みすず書房（2002)．

島尾永康『人物化学史：パラケルススからポーリングまで』朝倉書店（2002)．

竹内均編『大事業をおこした技術者列伝：ブルーネル/ソルベー/ツィオルコフスキー』ニュートンプレス

（2003)．

竹内均編『現代物理学の扉を開いた人たち：ラザフォード/ボーア/キュリー/湯川秀樹』ニュートンプレス

（2003)．

アブラハム･パイス（杉山滋郎･伊藤伸子訳)『物理学者たちの20世紀：ボーア，アインシュタイン，オッ

ペンハイマーの思い出』朝日新聞社（2004)．

ウォルター グラットザー（安藤喬志･井山弘幸訳）『ヘウレーカ ひらめきの瞬間―誰も知らなかった科

学者の逸話集』化学同人（2006)．

化学史の方法

原光雄「化学史の方法論」『科学史研究』第1号（1941)：39-83．

原光雄「近代化学成立の方法論的基礎―「化学史の方法論」への続論」『科学史研究』第2号（1942)：13-

32．

原光雄『化学入門』岩波新書（1953)．

大沼正則「原光雄氏の著書“化学入門”をめぐって」『科学史研究』第28号（1954)：30-34．

大沼正則「原光雄氏の著書“化学入門”をめぐって（続）」『科学史研究』第30号（1954)：14-17．

田辺振太郎「認識論と化学史の関係について」『科学史研究』第31号（1954)：28-29．

大沼正則「化学概論と化学史：文科系向化学教科書から」『東京経大学会誌』通号21（1958)．

藤井陽一郎「化学史―近代化学の成立をめぐって―」『科学史研究』第Ⅱ期第10巻（通号106）（1971)．

柏木肇「化学史：近代化学の成立をめぐって」『科学史研究』第2期第12巻（通号106)（1973)：49-65．

柏木肇「化学史，By whom,For whom―そのHistoriographyに関連して―」『化学史研究』第1号（1974)：

2-10．

仁田勇「化学史研究の健やかな発展を望んで」『化学史研究』第2号（1974年)：1-2．

田辺振太郎「化学史のHistoriographyと構造主義」『化学史研究』第3号（1975)：4-10．

岡村誠三「基礎科学として重要な化学史研究」『化学史研究』第30号（1985年)：1．

廖正衡（八耳俊文訳)「化学史研究に関する理論問題」『化学史研究』第32号（1985)：125-135．

柏木肇「化学と化学史」『化学史研究』第34号（1986)：1-2．

島尾永康「中国化学史研究の展望」『化学史研究』第35号（1986年)：72-81．

柏木肇「化学史，ディシプリンへの道」『化学史研究』第38号（1987年)：1-3．

金森修「分析への認識論的障害」『化学史研究』第44号（1988)：101-111．

唐木田健一「科学史におけるのりこえの視点」『化学史研究』第45号（1988)：185-190．
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立花太郎「化学者による化学者のための化学史」『化学史研究』第17巻（1990)：1-2．

金森修「化学認識の言語束縛性」『化学史研究』第18巻（1991)：211-220．

半谷高久「科学史入門―化学史の見直し」『科学史研究』第2期第32巻（通号188)（1994)．

Trevor H.Levere“Past and Present in the History of Chemistry”『化学史研究』第32巻（2005)：1-19.

Michael Chayut,“From the Periphery to Scientific Revolutions”.Historia Scientiarum,15(2005):1-22.

化学史と教育

山本〔シュン〕一「科学史と化学教育法について―化学史における19世紀初頭の化学量論Stoichiometry

に関する弁証論的展開をcase history methodの例として（安藤公平教授追悼号)」『日本大学文理学部

（三島）研究年報･自然科学編』通号26（1977)．

林良重「化学教育における化学史の活用（これからの中学理科と高校化学 特集>)」『化学教育』27(4）

（1979.08)．

伊能敬「博物館と化学のあゆみ（化学史-1-)」『化学教育』30(2）（1982.04)．

岩田敦子「化学の源流への旅―若人のための化学史読み物（化学史-1-)」『化学教育』30(2）（1982.04)．

金子六郎「産業考古学と化学教育（化学史-1-)」『化学教育』30(2）（1982.04)．

阪上正信「化学史の化学教育における意義と役割（化学史-1-）」『化学教育』30(2）（1982.04)．

竹林松二「私の化学史研究―その目的とおもしろさ（化学史-1-）」『化学教育』30(2）（1982.04)．

林良重「化学史教材と化学教育について（化学史-1-）」『化学教育』30(2)（1982.04)．

広田鋼蔵「体験による化学史研究論―化学教育への活用（化学史-1-）」『化学教育』30(2）（1982.04)．

武藤伸「日本の天然物化学―その一側面を探る（化学史-1-）」『化学教育』30(2）（1982.04)．

伊藤信隆「「理科2」における化学史の事例―「理科2」の解説と化学史16mm短尺フィルムの紹介（化学史-

2-）―（高等学校における化学史教材)」『化学教育』30(3)（1982.06)．

大熊華子「燃焼―化学変化入門の授業（化学史-2-）―（中学校における化学史教材)」『化学教育』30(3)

（1982.06)．

倉田正也「企業における化学史の実感（化学史-2-）―（産業と化学史)」『化学教育』30(3)（1982.06)．

須賀昭一「化学史を背景とした周期表の指導（化学史-2-）―（高等学校における化学史教材)」『化学教育』

30(3)（1982.06)．

竹内敬人「ワンポイント化学史のすすめ（化学史-2-）―（大学における化学史の活用)」『化学教育』30(3)

（1982.06)．

鳥山由子「化学史教材を使った中学校での授業例―質量保存の法則を中心にして（化学史-2-）―（中学校に

おける化学史教材)」『化学教育』30(3)（1982.06)．

馬場宏明「有機電子論―その生い立ちと発展（化学史-2-）―（大学における化学史の活用)」『化学教育』30

(3)（1982.06)．

日吉芳朗「天然物による実験とその発展―化学史でたどる化学実験より（化学史-2-）―（高等学校における

化学史教材)」『化学教育』30(3)（1982.06)．

松本昌治「電池（化学史-2-）―（高等学校における化学史教材)」『化学教育』30(3)（1982.06)．

宮田光男「実験を中心とした気体に関する化学史の取り扱いについて（化学史-2-）―（高等学校における化

学史教材)」『化学教育』30(3)（1982.06)．

廖正衡（小川郁夫訳）「化学史と化学教育の結合について」『化学史研究』第25号（1983年)：154-160．
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阪上正信『たのしい化学実験―化学史でたどる』講談社（1984)．

島原健三「化学史･常識のウソ（1）はじめに―ウソの生まれる土台」『化学教育』34(4)（1986.08)．

井上友昭「高校生徒実験におけるHe，N，O の分子量測定とアボガドロの法則の検証」『化学と教育』36

(2)（1988.04）．

石川伸明「プリーストリーの実験を話のきっかけにして地球的規模で環境問題を考える必要を説く授業の実

践例」『生物教育』29(1･2)（1989.06)．

柏木肇「化学史と化学教育」『化学史研究』第16巻（1989)：1-3．

島原健三「（化学史）年表作りの難しさと年表使いの難しさ」『化学と教育』37(1)（1989.02)．

松森靖夫･雨宮祐二「呼吸と光合成における気体の出入りに関する高校生の認識状態について―プリースト

リの実験場面を事例にして」『日本理科教育学会研究紀要』39(2)（1998)．

山田大隆「総合的理科教育と科学史―ケースヒストリーを活用した「理科基礎」の展開プラン―」『サイエ

ンスネット』数研出版7号（1999.11)：5-8．

山田大隆「総合的理科教育と科学史（2）―科学者伝による「理科基礎」科目の展開例（アインシュタイ

ン）―」『サイエンスネット』数研出版10号（2000.11)：1-3．

杉山滋郎編『科学史資料集ならびに科学史を利用した授業案集の開発に関する研究：高校「数学基礎」「理

科基礎」科目のために』（平成11年度～13年度科学研究費補助金（基盤研究（B）(1)）研究成果報告書）

（2002年)．

河野俊哉「化学教育のための化学史」『化学史研究』通号104号（2003)：177-183．

オリヴァー･サックス（斉藤隆央訳)『タングステンおじさん：化学と過ごした私の少年時代』早川書房

（2003)．

鬼塚史朗『近代科学の足跡をたどる：ニュートン力学の確立過程を概観する：物理教育資料』東京図書出版

会（2004)．

西條敏美『理科教育と科学史』大学教育出版（2005)．

化学の発見史

立山二郎『偉大なる法則の発見―原子の歴史―』民友社（1950)．

日本化学会『化学の発明発見』大日本図書（1958)．

ヨッフェ（永井芳男訳）『化学が創る新しい世界』法政大学出版会（1960)；コスモスブックス（1972)．

大沼正則『化学の発明発見物語：酸素ガスからナイロンまで』国土社（1983）．

ロイストン･M.ロバーツ（安藤喬志訳）『セレンディピティー―思いがけない発見･発明のドラマ』化学同

人（1993)．

アシモフ（小山慶太･輪湖博共訳)『アイザック･アシモフの科学と発見の年表』丸善株式会社（1996)．

竹内敬人『化学の基本7法則』岩波ジュニア新書（1998)．

竹内均編『化学の大発見物語：ラボアジエ，ブラウン，高峰譲吉』ニュートンプレス（2002)．

原子論史･物質観史

田中実『原子論の誕生･追放･復活』三一書房（1949)．

Minoru Tanaka,“Ein Beitrag zur Geschichte der Atomistik:Uber die Role der chemischen Forschung
 

beim Werdegang der Modernen Atomistik”,Japanese Studies in the History of  Science,No.1(1962):
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111-116.

Minoru Tanaka,“Ein Beitrag zur Geschichte der Atomistik(Ⅱ):Uber die Grunde der Verspatung der
 

Anerkennung der Avogadroschen Hypothese”,Japanese Studies  in the History of  Science,No.2

(1963):127-135.

Minoru Tanaka,“Uber Ursprunge skeptischer Auffassungen gegen Atomhypothese der Chemie neuuzeh-

nten Jahrhunderts:Ein Beitrag zur Geschichte der Atomistik(Ⅲ)”,Japanese Studies in the History
 

of  Science,No.5(1966):87-99.

Isao Ohami,“On Indian Atomism(Ⅰ)”,Japanese Studies of  History of  Science,No.6(1967):41-46.

Minoru Tanaka,“Chemical and Physical Models for Atomistic Notion―Its Concepual Development in
 

Relation to the Evolution of the Concept of Chemical Substance.A Contribution to the History of
 

Atomism(Ⅳ)”,Japanese Studies in the History of  Science,No.8(1969):125-143.

スコーンランド（広重徹･常石敬一訳)『原子の歴史：ドルトンから量子力学まで』みすず書房（1971)．

Minoru Tanaka,“Einige methodologischen Probleme des klassischen Begriffs der chemischen Struktur
 

und dessen Ubergang zum gegenwartigen Begriff―Beitrag zur Geschichte der Atomistik(Ⅴ)”,

Japanese Studies in the History of  Science,No.11(1972):113-126.

江沢洋『だれが原子をみたか』岩波書店（1976)．

板倉聖宣編『原子･分子の発明発見物語：デモクリトスから素粒子まで』国土社（1983)．

板倉聖宣『原子論の歴史』上･下巻，仮説社（2004)．

井上尚之『原子発見への道―ギリシャからドルトンへ』関西学院大学出版会（2006)．

元素の発見史･物質と歴史

ヨハンゼン（三谷耕作訳）『鐡の歴史』慶応書房（1942）．

オットー･ヨハンセン（市川弘勝･鈴木章共訳）『一般人の鐡の歴史』興亞書房（1944）．

高見沢栄寿「ニッケル発見史論考（寄書）」『科学史研究』第34号（1955)：43-47．

スミス（日本銅センター訳）『銅の6000年』アグネ（1966）．

大作勝･称宜田久男「藍（青藍)―インジゴの研究を通して見た構造化学史の一断片」『化学史研究』第7号

（1978)：27-31．

杉下龍一郎「科学史資料としての美術材料」『化学史研究』第9号（1979年)：19-22．

マクドナルド＆ハント（田中貴金属工業株式会社訳）『プラチナとその同族金属の歴史』田中貴金属工業株

式会社（1983）．

大沼正則編『元素の事典』三省堂（1985)．

杉下竜一郎「絵画の顔料と化学史」『色材協会誌』59(3)（1986.03)．

シドニー･W.ミンツ（川北稔･和田光弘訳）『甘さと権力―砂糖が語る近代史』平凡社（1988)．

M.E.ウィークス・H.M.レスター（大沼正則監訳)『元素発見の歴史』全3巻，朝倉書店（1988-90)．

川井雄「古くて新しき問題―ガラスの構造について―」『化学史研究』第16巻（1989)：11-19．

R.P.マルソーフ（市場泰男訳)『塩の世界史』平凡社（1989)．

岡田功編『化学元素百科―化学元素の発見と由来―』オーム社（1991)．

D.N.トリフォノフ・V.D.トリフォノフ（阪上正信･日吉芳朗訳)『化学元素発見のみち』内田老鶴圃

（1994)．
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増田義郎『黄金の世界史』小学館（1997)．

青木康征『南米ポトシ銀山』中公新書（2000）．

近藤仁之［水銀アマルガム法，水銀供給源，及び「価格革命」：ポトシ銀山とウアンガベリ水銀鉱山」『社会

経済史学』Vol.25，No.2-3（1959），pp.128-158．

北村次一「オーストラリ水銀業における初期独占」『社会経済史学』Vol.25，No.5（1959），pp.1-29．

藤瀬裕「貝紫と生物」『化学史研究』第26巻（1999)：34-44．

奥山修平「超ウラン元素の探求―グレン･シーボーグとエドウィン･マクミラン」『科学技術ジャーナル』

（2001.2)：42-43．

ピーター･バーンスタイン（鈴木主税訳)『ゴールド―金と人間の文明史』日本経済新聞社（2005)．

薬･毒の歴史

山崎幹夫『毒の話』中央公論新社（1985)．

杉山二郎･山崎幹夫『毒の文化史』學生社（1990)．

山崎幹夫『薬の話』中央公論社（1991)．

石田行雄『不老不死と薬―薬を求めた人間の歴史』築地書館（1992)．

ジョン･マン（山崎幹夫訳）『殺人･呪術･医薬―毒とくすりの文化史』東京化学同人（1995)．

山崎幹夫『毒薬の誕生』角川書店（1995)．

ジャン･タルデュード･マレッシ（橋本到･片桐祐訳)『毒の歴史―人類の営みの裏の軌跡』新評論（1996)．

山崎幹夫『歴史の中の化合物―くすりと医療の歩みをたどる』東京化学同人（1996)．

ケンス・J・カーペンター（北村二朗・川上倫子訳）『壊血病とビタミンCの歴史：「権威主義」と「思い

こみ」の科学史』北海道大学図書刊行会（1998）

月澤美代子「インスリンの発見―バンティング，ベスト，マクラウド，コリップ―」『科学技術ジャーナル』

（1999.3)：42-43．

ジャレド･ダイアモンド（倉骨彰訳)『銃･病原菌･鉄―1万3000年にわたる人類史の謎』上･下巻，草思

社（2000)．

月澤美代子「ビタミンの発見―エイクマン，ペーケルハリング，鈴木梅太郎，フンク，ホプキンズ―」『科

学技術ジャーナル』（2000.3)：48-49．

山川浩司『国際薬学史：東と西の医薬文明史』南江堂（2000)．

山崎幹夫『歴史を変えた毒』角川書店（2000)．

山崎幹夫『毒薬の誘惑』角川書店（2001)．

サラ･オーガスタ･ディクソン（たばこ総合研究センター訳)『万能の薬か高貴な毒か―16世紀のたばこ論

争』山愛書院（2002)．

レスリー･アイヴァーセン（廣中直行訳･鍋島俊隆解説)『薬』岩波書店（2003)．

山崎幹夫『面白いほどよくわかる毒と薬―天然毒，化学合成毒，細菌毒から創薬の歴史まで，毒と薬のすべ

てがわかる 』日本文芸社（2004)．

試薬の歴史

本浄高治「無機化合物の有機溶媒への抽出の歴史―1842～1941―」『化学史研究』第16号（1981)：22-27．

日吉芳朗「プルシアンブルーの源流をたずねる」『化学史研究』第23号（1983年)：56-60．
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本浄高治「金属イオンの分析に用いられる合成有機試薬の歴史（1825～1953)」『化学史研究』第22号

（1983年)：9-18．

竹林松二「フェーリング液とトレンス試薬」『化学史研究』第39号（1987)：73-76．

日吉芳朗･中山政紀「酒石酸とシュウ酸の単離実験―その歴史的実験から―」『化学史研究』第42号（1988

年)：13-20．

本浄高治「化学分析において用いられた天然有機試薬の起源―定性分析試薬，酸･塩基指示薬，酸化･還元

指示薬について―」『化学史研究』第43号（1988年)：63-66．

日吉芳朗･中辻慎一「赤血塩の発見をめぐって」『化学史研究』第44号（1988年)：112-118．

日吉芳朗「発見時の方法によるMagnus塩とZeise塩の合成―教材化とZeise塩の発見における疑問点―」

『化学史研究』第16巻（1989)：97-103．

中原勝 「酸と塩基」『化学史研究』第17巻（1990)：30-49．

竹林松二「フェントン試薬を用いる酸化反応―その発見と解明―」『化学史研究』第19巻（1992)：36-39．

竹林松二「シッフ塩基とシッフ試薬」『化学史研究』第20巻（1993)：20-24．

日吉芳朗「プルシアンブルーの化学」『化学史研究』第23巻（1996)：54-67．

中辻慎一･日吉芳朗「レオポルド･グメリンによる赤血塩の発見」『化学史研究』第24巻（1997)：316-

328．

実験器具･装置･実験室

藤田博「超遠心法の発展―超遠心機誕生からの半世紀を回顧して（生化学史シリーズ-1-)」『蛋白質核酸酵

素』20(7）（1975.06)．

柴田和雄「可視･紫外分光測定法の伸展―私が接したその発達の一側面と懐古談（生化学史シリーズ-4-)」

21(7）（1976.07)．

本浄高治「人名化学実験器具の起源」『化学史研究』第29号（1984)：146-155．

O.T.ベンフィー（田坂興亜訳）「現代科学への東洋の貢献―化学機器の発明と明治期の科学者をめぐっ

て―」『化学史研究』第38号（1987)：4-15．

橋本毅彦「実験と実験室（ラボラトリー）をめぐる新しい科学史研究」『化学史研究』第20巻（1993)：107-

121．

マルコ･ベレッタ（吉本秀之訳）「化学実験室の図像表示―ルネサンスからラヴォワジェまで―」『化学史研

究』第27巻（2000)：1-15．

菊池好行「『舎密便覧』の原著者ヘンドリク･クラーメル･ホメス―オランダにおける化学実験操作の図表

化の社会的背景―」『化学史研究』第27巻（2000)：129-155．

Nathan M.Brooks,“Chemistry Laboratories in Russia:1700-1917”,Historia Scientiarum,14(2004):

89-100.

デービス･ベアード（松浦俊輔訳)『物のかたちをした知識：実験機器の哲学』青土社（2005)．

化学史研究文献

アーネスト･ハムリン･ハントレス（永井芳男･増田杜男訳)『バイルシュタイン要典』白水社（1944)．

柏木肇「Ambix 最近の11年」『化学史研究』第3号（1975)：18-46．

山岡望「化学史関係の蔵書目録を作って配りましょう」『化学史研究』第8号（1978)：18-19．
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柏木肇「アレンビック･クラブ･リプリントの目録」『化学史研究』第9号（1979)：40-41．

藤井清久「Chymia の巻別目次と事項索引」『化学史研究』第12号（1980)：36-43．

柏木肇「化学史文献―その種類と利用法について―」『化学史研究』第20号（1982)：104-113．

柏木肇「50号までの足跡」『化学史研究』第17巻（1990)：3-7．

大野誠「『化学史研究』20年間の歩み―回顧と展望―」『化学史研究』第20巻（1993)：283-293．

小川雅彌著者代表『化学文献の調べ方：ケミカルアブストラクツ，バイルシュタイン，グメリン』化学同人

（1995)．

その他

高田誠二著『単位の進化：原始単位から原子単位へ』講談社（1974）．

林良重「ヨーロッパ化学史探訪（化学と文化財 特集>)」『化学教育』27(1）（1979.02)．

石田純郎『ヨーロッパ医科学史散歩：医史跡･医科学史博物館25カ国ガイド』考古堂書店（1996)．

大塚滋「「食」の化学史―人はなにを，どう食べてきたのか」『Scias』2(21)［1997.11.07］．

石田純郎『アジア医科学史散歩―アジア9カ国文化の旅ガイド』考古堂書店（1999)．

阪上正信『恩故巡訪』私家版（1999)．

唐木田健一「マイケル･ポラーニの進化思想」『化学史研究』第29巻（2002)：31-42．

小岩昌宏『金属学プロムナード―セレンディピティを追って―』アグネ技術センター（2004)．

飯田賢一「工場史へのひとつの反省―ことに鉄鋼業について―（寄書）」『科学史研究』第38号（1956年)：

36-40．

三輪礼二郎『化学の創られかた―一粒の砂の中にも宇宙がある』東京図書（2005)．

下沢隆･田矢一夫･吉田俊久『身のまわりの化学』裳華房（1987)．

B.ハイルマン（村上徹訳編）『プリニウスの迷信：荒れ狂うフッ素論争（フッ素論争に関するアメリカ化学

学会の特別報告）』績文堂出版（1989）．

B. 時 代 別

化学考古学

Teruko Muroga,“A Chemical Study on Some Archaeological Samples from Marlik in Iran”,Japanese
 

Studies in the History of  Science,No.8(1969):99-105.

Cult W.Beck and Teruko Muroga,“The Origin of the Amber found at Tepe Marlik”,Japanese Studies
 

in the History of  Science,No.11(1972):99-102.

馬淵久夫･富永健編『続考古学のための化学10章』東京大学出版会（1986)．

古 代

ディオスコリデス（鷲谷いづみ訳；小川鼎三他編）『ディオスコリデスの薬物誌』エンタプライズ（1983）．

プリニウス（中野定雄他訳）『プリニウスの博物誌』3分冊，雄山閣出版（1986）．

プリニウス（岸本良彦他訳，大槻真一郎編）『プリニウス博物誌 植物篇，植物薬剤篇』八坂書房（1994）．

H.ディールス（平田寛訳)『古代技術』鹿島出版会（1970)．

J.L.ハイベルグ（平田寛訳)『古代科学』鹿島出版会（1970)．
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大槻真一郎『ディオスコリデス研究』エンタプライズ（1983）．

R.J.フォーブス（平田寛･道家達将･大沼正則･栗原一郎･矢島文夫監訳)『古代の技術史（上)―金属―』

朝倉書店（2003)．

R.J.フォーブス（平田寛･道家達将･大沼正則･栗原一郎･矢島文夫監訳)『古代の技術史（中)―土木･

鉱業―』朝倉書店（2004)．

プ ラ ト ン

プラトン（山本光雄編)『プラトン全集』角川書店（1973)．

プラトン（田中美知太郎，藤沢令夫編)『プラトン全集』全10巻，岩波書店（1974)．

アレクサンドル･コイレ（川田殖訳)『プラトン』みすず書房（1972)．

アンデルス･ヴェドベリ（山川偉也訳)『プラトンの数理哲学』（阪南大学翻訳叢書1）法律文化社（1975)．

金松賢諒『プラトンの神学と宇宙論』法蔵館（1976)．

カール･R･ポパー（内田詔夫･小河原誠訳)『プラトンの呪文』未來社（1980)．

熊谷陽一「PLATONの物質理論」『化学史研究』第21号（1982年)：135-142．

K.ライデマイスター（中村清訳)『ギリシア人の精密思考：ユークリッド･プラトン･アリストテレス解釈

試論』玉川大学出版部（1982)．

坂本賢三ら『技術 魔術 科学』（新･岩波講座哲学8）岩波書店（1986)．

新プラトン主義協会編『新プラトン主義の影響史』昭和堂（1998)．

新プラトン主義協会編『新プラトン主義の原型と水脈』昭和堂（2000)．

アリストテレス

アリストテレス（出隆監修；山本光雄編)『アリストテレス全集』全17巻，岩波書店（1968-1972)．

大沼正則編『アリストテレスからヘロンまで』（原典対照自然科学思想史概論/古代編；第2分冊)，［出版者

不明］，19―．

松本厚『アリストテレスの自然哲學』弘文堂書房（1948)．

田村松平責任編集『ギリシアの科学』（世界の名著9）中央公論社（1972)．

山本光雄『アリストテレス：自然学･政治学』岩波新書（1977)．

沢田允茂ら編『科学と存在論』思索社（1980)．

G.E.R.ロイド（山野耕治･山口義久訳)『初期ギリシア科学：タレスからアリストテレスまで』法政大学

出版局（1994)．

G.E.R.ロイド（川田殖訳)『アリストテレス：その思想の成長と構造』みすず書房（1998)．

G.E.R.ロイド（山野耕治・山口義久・金山弥平訳)『後期ギリシア科学：アリストテレス以後』法政大学

出版局（2000)．

坂下浩司『アリストテレスの形而上学：自然学と倫理学の基礎』岩波書店（2002)．

千葉恵『アリストテレスと形而上学の可能性：弁証術と自然哲学の相補的展開』勁草書房（2002)．

原子論など

エピクロス（出隆･岩崎允胤訳)『エピクロス：教説と手紙』，岩波文庫（2002)．

ルクレティウス（藤沢令夫･岩田義一訳)「事物の本性について」『ウェルギリウス；ルクレティウス』（世
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界古典文学全集21)，筑摩書房（1965)．

出隆『古代原子論哲學』（1･2）東大協同組合出版部（1946)．

ジャン･ブラン（有田潤訳)『エピクロス哲学』白水社文庫クセジュ（1960)．

西川亮『デモクリトス研究』理想社（1971)．

斎藤忍随ら『哲学の原型と発展』（新･岩波講座哲学14.哲学の歴史1）岩波書店（1985)．

鈴木幹也『エンペドクレス研究』創文社（1985)．

ジル･ドゥルーズ（原田佳彦・丹生谷貴志訳)『原子と分身：ルクレティウス/トゥルニエ』哲学書房

（1986)．

吉星（島尾永康訳）「古代中国の化学の概説」『化学史研究』第34号（1986年)：3-8．

新海邦治『初期多元論研究序説：エンペドクレスとアナクサゴラス』学術図書出版社（1989)．

堀田彰『エピクロスとストア』清水書院（1989)．

エルヴィン･シュレーディンガー（河辺六男訳)『自然とギリシャ人：原子論をめぐる古代と現代の対話』

工作舎（1991)．

和泉ちえ「古代ギリシャ原子論再考」『化学史研究』第20巻（1993年)：233-242．

北川透『デモクリトスの井戸』思潮社（1995)．

西川亮『古代ギリシアの原子論』溪水社（1995)．

ミッシェル･セール（豊田彰訳)『ルクレティウスのテキストにおける物理学の誕生：河川と乱流』法政大

学出版局（1996)．

カール･マルクス（中山元ら訳)『デモクリトスの自然哲学とエピクロスの自然哲学の差異』（マルクス･コ

レクション1）筑摩書房（2005)．

中 世

アルベルトゥス･マグヌス（沓掛俊夫訳)『鉱物論』朝倉書店（2004)．

藪内清編『中国中世科学技術史の研究』角川書店（1963)．
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of  Japan and China in early times as seen from the chemical point of  view,Rokakuho Uchida,1936.

F.S.テイラー「錬金術師」『世界ノンフィクション全集12』筑摩書房（1961）所収．
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大野誠「錬金術の基礎理解」『サイエンスネット』（数研出版）21（2004.9)：5-8．
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平井浩「最初の地学書：アグリコラの『地下の事物の起源と原因について』（1546年)」『地質学史懇話会会

報』第18号（2002)：25-27．

平井浩「ルネサンスの種子の理論―中世哲学と近代科学をつなぐミッシング･リンク」『思想』2002年12

月号：129-152．

平井浩「最初の地学書：アグリコラの『地下の事物の起源と原因について』（1546年)」『地質学史懇話会会

報』第18号（2002)：25-27．

沓掛俊夫「占い杖（Dowser）と錫杖」『地質学史懇話会会報』第21号（2003)：14-24．

17 世 紀

ユンギウス（玉虫文一･関田犀一郎訳）「自然物の基本成分について」『科学史研究』No.53（1959/60)：

39-45．

宋応星（藪内清訳注）『天工開物』（東洋文庫130）平凡社（1969)．

ファン･ヘルモント（中井章子訳)『医術の日の出』（クノル･フォン･ローゼンロートのドイツ語訳からの

抄訳)『キリスト教神秘主義著作集16 近代の自然神秘思想』教文館（1993），pp.67-112．

村上陽一郎『近代科学と聖俗革命』新曜社（1976)．

R.S.ウェストフォール（渡辺正雄･小川真里子訳)『近代科学の形成』みすず書房（1980)．

吉星（大沢眞澄･塚原東吾共訳）「近代の考古学的発見とその科学的研究による製紙の起源について」『化

学史研究』第31号（1985年)：77-80．

ジョスリン･ゴドウィン（吉村正和訳)『交響するイコン：フラッドの神聖宇宙誌』平凡社（1987)．

新井明･鎌井敏和編『信仰と理性：ケンブリッジ･プラトン学派研究序説』御茶の水書房（1988)．

藤井清久「粒子論哲学からニュートン原子論へ―キリスト教的原子論の系譜」（化学史学会編)『原子論･分

子論の原典1』学会出版センター（1989），pp.5-32．

鈴木晃仁「魔女狩りと近代ヨーロッパ」『化学史研究』第20巻（1993)：37-53．

川田勝「メルセンヌの学問擁護論」『化学史研究』第22巻（1995)：263-287．

川田勝「メルセンヌの初期アカデミー思想（1623-1634)―メルセンヌアカデミー研究（Ⅰ)―」『化学史研

究』第23巻（1996)：285-301．

川田勝「メルセンヌアカデミーの思想と展開―メルセンヌアカデミー研究（Ⅱ)―」『化学史研究』第25巻

（1998)：108-125．

スティーヴン･シェイピン（川田勝訳)『「科学革命」とは何だったのか：新しい歴史観の試み』白水社

（1998)．

M.ハンター（大野誠訳)『イギリス科学革命：王政復古期の科学と社会』南窓社（1999)．

本間栄男「デカルトと胃での消化」『化学史研究』第29巻（2002)：222-236．
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肱岡義人「J.J.ベッヒャーのPhysica Subterranea（1669）とその化学史的意義」『科学史研究』［第2期］

42(226)（2003.夏)．

三宅中子『創造と共生：ピュロン･ガッサンディ･マッハ』南窓社（2003)．

山田俊弘「君主と鉱物 エラスムス･バルトリン『氷州石の実験』（1669）の含意するもの」『科学史･科学

哲学』No.17（2003)：69-87．

本間栄男「『エピクロスへの註釈』（1649年）におけるガサンディの生理学」『化学史研究』第108号

（2004)：1-16．

本間栄男「17世紀Leiden大学の医学教授たち：付録登場人物略伝」『哲学･科学史論叢』6（2004)：1-28．

大野誠「近代科学の誕生と結社：王立協会」（綾部恒雄監修･川北稔編)『結社のイギリス史：クラブから帝

国まで』山川出版（2005)，pp.106-117．

本間栄男「17世紀ネーデルラントにおけるルネサンス生理学」『哲学･科学史論叢』8（2006)：1-63．

本間栄男「消化という物語を わかる>17世紀西欧生理学の理解と認知」『UTCP研究論集』Vol.5

（2006)：27-44．

ボ イ ル

ボイル（大沼正則訳)『懐疑的な化学者』（世界大思想全集第32巻；社会･宗教･科学思想篇）河出書房新

社（1963)．

ボイル（田中豊助･原田紀子･石橋共訳）『懐疑の化学者』内田老鶴圃（1987)．

ボイル（赤平清蔵訳)『形相と質の起源』（科学の名著第2期8『ボイル』）朝日出版社（1989)．

ボイル（吉本秀之訳)「原子論哲学について」（‘Of ye Atomicall Philosophy’,［ca.1651］)，（吉本秀之訳)

『個別的質の歴史』（The History of Particular Qualities,1672)，（化学史学会編)『原子論･分子論の原典

1』学会出版センター（1989)，pp.33-35，47-65．

原光雄「ボイルの自然観および化学的業績（1)･(2)」『科学史研究』第3号（1942年)：84-107，第4･5

号（1943年)：12-34．

田中実「物質研究におけるボイルの寄与」『科学革命』森北出版（1960)，pp.264-282．

大沼正則「「懐疑的化学者」とロバート･ボイル―とくに第4命題をめぐって」『東京経済大学人文自然科学

論集』通号1（1962)．

大沼正則「ロバート･ボイル「形相と質の起原」と粒子哲学」『東京経済大学人文自然科学論集』通号10･

11（1965)．

工藤喜作「ボイルとスピノザ」『科学基礎論研究』第7巻（1965)：53-60．

月沢美代子･道家達将「硝石の再生実験におけるボイルとスピノザの論争」『東京工業大学人文論叢』

（1979)．

鎌井敏和「ボイルにおける科学と宗教」（新井明･田中浩編)『近世イギリスの文学と社会』金星堂（1980）

所収．

内田正夫「ロバート･ボイルにおける元素転換と成分粒子の概念」『和光大学人文学部紀要』通号18

（1983)．

吉本秀之「ロバート･ボイルにおける科学と宗教の関係」『科学史研究』［第2期］，23(通号152)

（1985.02)，24(通号153)（1985.05)．

吉本秀之「ロバート･ボイルの質の理論―一次性質･二次性質の区別の分析―」『化学史研究』第36号
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（1986)：97-113．

田村均「「形相と性質の起源」におけるロバート･ボイルの物質観」『香川大学教育学部研究報告第1部』通

号70（1987)．

田代勇司訳編『自然学入門：R.ボイルを中心とする』ソルト出版（1989)．

吉本秀之「最近のボイル研究：文献リスト」『化学史研究』第17巻（1990)：56-59．

吉本秀之「初期ボイルの化学―ヘルモント主義の位相と種子原理―」『化学史研究』第19巻（1992)：233-

246．

マイケル･ハンター（吉本秀之訳･解説）「新しいボイル像」『化学史研究』第26巻（1999)：125-141．

吉本秀之「ボイルとスピノザ」『スピノザーナ』第3号（2001/2002)：23-45．

吉本秀之「17世紀後半の水銀学派の腐敗/発酵理論」『腐敗と再生―身体医文化論3』慶應義塾大学出版会

（2004)，pp.115-134．

吉本秀之「ロバート･ボイルの読書/引用/執筆―ボイルのマージナリアの分析」『東京外国語大学論集』通

号68（2004)．

吉本秀之「ボイル思想の自然誌的背景」『東京外国語大学論集』第67号（2004)：85-105．

吉本秀之「弱視の貴族科学者ロバート･ボイル」『サイエンスネット』（数研出版）24（2005.9)：6-9．

ニュートン

ニュートン（阿部良夫･堀伸夫譯)『光學』岩波文庫（1940)．

ニュートン（大沼正則ら訳)『プリンキピア』（世界大思想全集第32巻；社会･宗教･科学思想篇）河出書

房新社（1963)．

ニュートン（河辺六男訳)『自然哲学の数学的諸原理』（Philosophiae Naturalis Principia Mathematica,

3rd.ed,1760)（河辺六男責任編集『ニュートン』（世界の名著26)）中央公論社（1971)．

アイザック･ニュートン（中野猿人訳･注)『プリンシピア：自然哲学の数学的原理』講談社（1977)．

ニュートン（田中一郎訳)『光学』（Opticks : or A Treatise of the Reflections,Refractions,Inflections and
 

Colours of  Light,4th ed.,1730)（渡辺正雄責任編集『ニュートン』（科学の名著6)）朝日出版社

（1981)．

ニュートン（島尾永康訳)『光学』（Opticks,3rd ed.1721）岩波文庫（1983)．

ニュートン（藤井清久訳)「初源物質について」，「真空と原子とについて」，「原子について」（‘Of the first
 

matter’，‘Of a vacuum and atoms’，‘Of atoms’いずれも1661年に書かれた手稿Questiones Quaedam
 

Philosophicaeより)，（化学史学会編)『原子論･分子論の原典1』学会出版センター（1989)，pp.37-45．

三好愛吉『ニュートン』（世界歴史譚；第36編）博文館（1902)．

阿部良夫『ニュートン自然哲學の数學的原理』岩波書店（1935，復刻版1985)．

ド･モルガン（森島恒雄訳)『人間ニュートン』創元社（1951)．

エス･イ･ヴァヴィロフ（三田博雄訳)『アイザク･ニュートン』東京図書（1958)．

E.N.ダ･C.アンドレード（久保亮五･久保千鶴子訳)『ニュートン：私は仮説をつくらない』（現代の科学

14）河出書房新社（1968)．

大塚誠造『ニュートンの発見』（世界の科学者7）岩崎書店（1975)．

スーチン（渡辺正雄監訳，田村保子訳)『ニュートンの生涯』東京図書（1977)．

島尾永康『ニュートン』岩波新書（1979)．
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吉仲正和『力学的世界の創造：ガリレイ･デカルト･ニュートン』中公新書（1979)．

荻原明男『ニュートン』（人類の知的遺産37）講談社（1982)．

吉仲正和『ニュートン力学の誕生：現代科学の原点をさぐる』サイエンス社（1982)．

渡辺正雄編著『ニュートンの光と影』共立出版（1982)．

大橋幹一『人間：それはニュートンの林檎』電気通信協会（1983)．

ベー･エム･ゲッセン（秋間実ら訳)『ニュートン力学の形成：『プリンキピア』の社会的経済的根源』法政

大学出版局（1986)．

吉田忠編『ニュートン自然哲学の系譜：プリンキピアとオプティックスまで』平凡社（1987)．

小山慶太『ニュートンの秘密の箱：ドラマティック･サイエンスへの誘い』丸善（1988)．

藤岡啓介『ニュートン外伝：科学革命の舞台裏』アイピーシー（1988)．

A.N.ホワイトヘッド･B.ラッセル（岡本賢吾ら訳)『プリンキピア･マテマティカ序論』哲学書房

（1988)．

Yasu Furukawa,“Newton and Atomism”『東京電機大学工学部研究報告』No.7(1988):25-31.

高木秀男『『プリンキピア』への道：力学史に見る近代科学の誕生』〔高木秀男〕（1989)．

マーガレット･ジェイコブ（中島秀人訳)『ニュートン主義者とイギリス革命』学術書房（1990)．

ピエール･チュイリエ（高橋純訳)『ニュートンと魔術師たち：科学史の虚像と実像』工作舎（1990)．

P.M.ラッタンシ（吉仲正和訳)『ニュートンと重力』玉川大学出版部（1991)．

リチャード･S･ウェストフォール（田中一郎･大谷隆昶訳)『アイザック･ニュートン』全2巻，平凡社

（1993)．

B･J･T･ドブズ（寺島悦恩訳)『ニュートンの錬金術』平凡社（1995)．

スティーヴ･パーカー（小出昭一郎訳)『ニュートン』岩波書店（1995)．

J.フォーベル編（平野葉一･川尻信夫･鈴木孝典訳)『ニュートン復活』現代数学社（1996)．

芦名定道『近代科学の成立と自然神学の関連をめぐって：ニュートン主義の神学的受容を中心に』科研費報

告書（1999)．

辻仁成『ニュートンの林檎』全2巻，集英社文庫（1999)．

佐藤満彦『ガリレオの求職活動 ニュートンの家計簿：科学者たちの生活と仕事』中公新書（2000)．

B.J.T.ドッブズ（大谷隆昶訳)『錬金術師ニュートン：ヤヌス的天才の肖像』みすず書房（2000)．

長尾伸一『ニュートン主義とスコットランド啓蒙：不完全な機械の喩』名古屋大学出版会（2001)．

芦名定道『近代科学の成立と自然神学との関連をめぐって：ニュートン主義から理神論，進化論へ』科研費

報告書（2002)．

金子務「ニュートン科学における錬金術研究の意義」『モルフォロギア ゲーテと自然科学』第24号

（2002)：2-15．

D.H.クラーク･S.P.H.クラーク（伊理由美訳)『専制君主ニュートン：抑圧された科学的発見』岩波書店

（2002)．

高橋秀裕『ニュートン：流率法の変容』東京大学出版会（2003)．

ジェイムズ･グリック（大貫昌子訳)『ニュートンの海：万物の真理を求めて』日本放送出版協会（2005)．

西脇与作･和泉雅人，慶応義塾図書館編集･執筆『近代科学の黎明：コペルニクス，ニュートン，そしてキ

ルヒャー：第18回慶應義塾図書館貴重書展示会』慶応義塾図書館（2005)．

北畠耀『色彩学貴重書図説：ニュートン･ゲーテ･シュヴルール･マンセルを中心に』日本塗料工業会
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（2006)．

松山壽一『ニュートンとカント：自然哲学における実証と思弁』晃洋書房（改訂版2006)．

18 世 紀

R.J.ボスコヴィチ（赤平清蔵訳)『自然哲学の理論』（抜粋訳)（Roger Joseph Boscovich,A Theory of
 

Natural Philosophy (1763),tr.by J.M.Child,1922)（化学史学会編)『原子論･分子論の原典1』学会出

版センター（1989)，pp.101-115．

H.ブールハーヴェ（藤井清久訳）「化学溶媒について」（Herman Boerhaave,‘Of Chemical Menstruums’

in Elements of  Chemistry (1732),tr.by Timothy Dallowe,1735)（化学史学会編)『原子論･分子論の原

典1』学会出版センター（1989)，pp.69-83．

P.J.マケ（大野誠訳)「元素，原質，物体の合成，物体の分解，分析，空気」（Piere Joseph Maquer,‘Ele-

ment’,‘Principle’,‘Composition of Body’,‘Decomposition of Body’,‘Analysis’,‘Air’,in A Dictionary
 

of  Chemistry (1766),tr.by James Keir,2 ed.,1777)（化学史学会編)『原子論･分子論の原典1』学会

出版センター（1989)，pp.175-191．

L.J.プルースト（武藤伸訳）「銅の研究」（‘Recherches sur le cuivre’,Annales de Chimie,32(1799):26-

54)（化学史学会編)『原子論･分子論の原典2』学会出版センター（1990)，pp.23-39．

エマヌエル･カント（田中豊助･石橋･原田紀子共訳）『火について』内田老鶴圃（1985）

板橋重夫「イギリス急進主義運動におけるナショナル･ディセンターズの伝統」『史林』第49巻（1966)：

74-101．

Eri Yagi,“Stephen Hales’Work in Chemistry:A Newtonian Influence on18 Century Chemistry”,

Japanese Studies of  History of  Science,No.5(1966):75-86.

阿知波五郎『ヘルマン･ブールハーヴェ1968-1738 その生涯，思想，わが蘭学への影響』緒方書店

（1969）．

ポール･アザール（野沢協訳)『ヨーロッパ精神の危機』法政大学出版局（1973)．

吉田忠「斥力，空気，蒸気―ニュートン，ヘールズ，デザグリエ―」『化学史研究』第2号（1974)：16-23．

Yukitoshi Matsuo,“Henry Cavendish:A Scientist in the Age of the Revolution Chimique,”Japanese
 

Studies in the History of  Science,No.14(1975):83-94.

肱岡義人「Philosophical Transactionsに見る18世紀前半の化学と社会」『科学史研究』［第Ⅱ期］（Ⅰ）第

18巻（No.129)（1979)，（Ⅱ）第18巻（No.130)（1979)．

ピーター･ゲイ（中川久定･鷲見洋一･中川洋子･永見文雄･玉井通和訳)『自由の科学：ヨーロッパ啓蒙

思想の社会史』Ⅰ･Ⅱ，ミネルヴァ書房（1982-86)．

L.リッチ･コールダー（笠耐訳)「バーミンガムのルナー協会」『サイエンス』1982年8月号：104-114．

藤井清久「「ベルトゥレープルースト論争」考―定比例の法則の成立―」『化学史研究』第31号（1985)：

136-144．

Yasu Furukawa,“Boscovich and the Atomic Theory”『横浜商大論集』Vol.19,No.1(1985):128-137.

藤井清久「化学史･常識のウソ（4)「定比例の法則」論争―勝ったのはベルトレかプルーストか」『化学と

教育』35(1)（1987.02)．

大野誠「近代的元素概念の確立をめぐって」（化学史学会編)『原子論･分子論の原典1』学会出版センター

（1989)，pp.125-156．
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Annales de Chimie et de Physique,10(1819):395-413)（化学史学会編)『原子論･分子論の原典2』学

会出版センター（1990)，pp.135-147．

J.ボストック（井山弘幸訳)「物体が相互に結合する際の様式に関するドールトン氏の仮説に対する見解」

（John Bostock,‘Remarks on Mr.Dalton’s Hypothesis of the manner in which Bodies combine with
 

each other’,(Nicholson’s)Journal of Natural Philosophy,Chemistry and the Arts,28(1811):280-292)
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（化学史学会編)『原子論･分子論の原典2』学会出版センター（1990)，pp.161-173．

W.H.ウラストン（島原健三･下田礼子訳)「化学当量用計算尺」（William Hyde Wollaston,‘A Synoptic
 

Scale of Chemical Equivalents’,Philosophical Transactions,104(1814):1-23)（化学史学会編)『原子

論･分子論の原典2』学会出版センター（1990)，pp.175-196．

W.ヒューエル（梅田淳訳)「原子論」（William Whewell,‘The Atomoc Theory’in Philosophy of  Induc -

tive Sciences,1840,vol.1,pp.405-422)（化学史学会編)『原子論･分子論の原典2』学会出版センター

（1990)，pp.199-213．

肱岡義人「William Higginsと原子論」『化学史研究』第2号（1974)：24-39．

Akira Yoshida,“Charles Adolphe Wurtz et la theorie atomique”,Japanese Studies of History of Science,

No.16(1977):129-135.

藤井清久「原子量と原子構造―プラウトの仮説の誕生･没落･復活―」『化学史研究』第16号（1981)：29-

38．

井山弘幸「化学を学ぶ人のためのサイエンス･フィロソフィ―5．プラウトの仮説は否定できるか？―科学

と非科学をわかつ境界は何か」『化学』41(8)（1986.08)．

小塩玄也「化学史･常識のウソ（6）原子量が先か当量が先か―19世紀と現代におけるその消長」『化学と

教育』35(3)（1987.06)．

梅田淳･藤井清久「ドールトン原子論への懐疑」（化学史学会編)『原子論･分子論の原典2』学会出版セン

ター（1990)，pp.149-160．

稲生勝「ヘーゲルの化学説―原子-分子概念の混乱の化学史のなかで（科学哲学から自然科学へ 特集>)」

『理想』通号649（1992.06)．

分 子 論

A.M.アンペール（橋本毅彦訳)「化合量子内の微粒子の数･配置，ならびにそれより帰結される物質の結

合比の決定について：ベルトレ氏への書簡」（A.M.Ampere,‘Lettre de M.Ampere aM.le comte
 

Berthollet,sur la determination des proportion dans lesquelles les corps se combinent d’apres le
 

nombre et la disposition respective des molecules don’t leurs particules integrantes sont composees’,

Annales de Chimie,90(1814):43-86)（化学史学会編)『原子論･分子論の原典2』学会出版センター

（1990)，pp.107-119．

M.A.A.ゴーダン（斎藤茂樹訳と解説)「限られた無機物体の内部構造の探究，および電気･熱の伝導

度…」（Marc Antoine Augustin.Gaudin,‘Recherches sur la Structure intime des Corps inorganiques
 

definis,et Considerations generales sur le role que jouent leurs...’,Annales de Chimie et de Physique,

52(1833):113-133)『化学史研究』第6号（1977)：33-39．

M.A.A.ゴーダン（橋本毅彦訳)「無機物質の内部構造について…」（原論文は上記と同じ)（化学史学会

編)『原子論･分子論の原典2』学会出版センター（1990)，pp.123-132．

J.ヘラパース（阿部裕子訳)「熱，気体，重力などの原因，法則および主な現象に関する数学的研究」

（John Herapath,‘A Mathematical Inquiry into the Causes,Laws,and principal Phenomena of Heats,

Gases,Gravitation,etc.’,Annals of  Philosophy,Series2,1(1821):273-293,340-351,401-416)」（化学

史学会編)『原子論･分子論の原典3』学会出版センター（1993），pp.151-188．

ウォータストン（藤崎千代子訳)「運動状態にある自由な完全弾性分子から構成されている媒体の物理学に
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ついて」（John James Waterston,‘On the Physics of Media that are Composed of Free and Perfectly
 

Elastic Molecules in a State of Motion’,Philosophical Transactions,183(1893):1-79)（化学史学会編)

『原子論･分子論の原典3』学会出版センター（1993），pp.191-219．

山口達明「分子概念の形成に関するもう一つの論考」『化学史研究』第16巻（1989)：84-86．

大野誠「分子概念の成立に関する拙考への批判に答えてⅠ」『化学史研究』第16巻（1989)：104-110．

大野誠「分子論史の新たな展開のために」（化学史学会編)『原子論･分子論の原典3』学会出版センター

（1993），pp.55-88．

阿部裕子「ヘラパース，ウォータストンの気体運動論」（化学史学会編)『原子論･分子論の原典3』学会出

版センター（1993），pp.135-150．

アウォガドロ

A.Avogadro（斎藤茂樹訳･解説)「物体の元素粒子の相対的質量とそれらの化合比の決定方法についての

試論」（Amedeo Avogadro,‘Essai d’une maniere de determiner les masses relatives des molecules
 

elementaires des corps,et les proportions selon lesquelles elles entrent dans ces combinations’,Journal
 

de Physique,de Chimie et  d’Histoire Naturelle,73(1811):58-76)『化学史研究』第2号（1974)：40-

50．

A.アヴォガードロ（橋本毅彦訳)「物体の元素粒子の相対的質量と，化合物中の元素粒子の化合比とを決定

する方法についての試論」（原論文は上記と同じ)（化学史学会編)『原子論･分子論の原典2』学会出版

センター（1990)，pp.89-105．

大野誠「アヴォガドロの1811年論文の再検討」『化学史研究』第31号（1985)：95-107．

唐木田健一「我々にとってアヴォガドロとは何か？」『化学史研究』第33号（1985)：186-192．

井山弘幸「化学を学ぶ人のためのサイエンス･フィロソフィ―7．アボガドロは本当に無視されたのか？―

50年間忘れ去られた仮説をめぐって」『化学』41(10)（1986.10)．

大野誠「化学史･常識のウソ（5）アヴォガードロは分子概念を提起したか」『化学と教育』35(2)

（1987.04)．

朽津耕三･田中充「どうやってそれを求めたの（4）アボガドロ定数」『化学と教育』46(10)（1998.10)．

大西寛「モル，ロシュミット数及びアボガドロ定数（または数）の初期の使用」『化学史研究』通号106号

（2004)：35-39．

ド ル ト ン

ドルトン（井山弘幸抄訳)『気象観測および論文集』（John Dalton, Meteorological  Observations  and
 

Essays,1793)（村上陽一郎編)『ドルトン』（科学の名著第Ⅱ期第6巻）朝日出版（1988）所収．

ドルトン（井山弘幸訳)「色覚に関する異常な事実―観察記録」（‘Extraordinary Facts relating to the
 

Vision of Colours:with observations’,Manchester Memoirs,5(1798):28-45)『ドルトン』朝日出版

（1988）所収．

ドルトン（井山弘幸訳)「熱の零点，温度勾配および密度が高いか非弾性的な流体が熱のため膨張する際の

法則に関する観察を含む書簡」（Letter from Mr.Dalton,containing‘Observations concerning the
 

Determination of the Zero of Heat,the thermometrical Gradation,and the Law by which dense or
 

non-elastic Flluids expand by Heat’,Journal of  Natural Philosophy,5(1803):34-36)『ドルトン』朝
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日出版（1988）所収．

ドルトン（井山弘幸訳)「弾性流体の相互拡散の傾向について」（‘On the Tendency of Elastic Fluids to
 

Diffusion through each other’,Manchester Memoirs,6(1805):25-36)『ドルトン』朝日出版（1988）所

収．

ドルトン（井山弘幸訳)「大気を構成する種々の期待または弾性流体の割合についての実験研究」（‘Experi-

mental inquiry into the proportion of the several gases or elastic fluids constituting the atmosphere’,

Manchester Memoirs,6(1805):244-258)『ドルトン』朝日出版（1988）所収．

ドルトン（井山弘幸訳)「水および他の液体による気体の吸収について」（‘On the absorption of gases by
 

water and other liquids’,Manchester Memoirs,6(1805):271-287)『ドルトン』朝日出版（1988）所収．

J.ドールトン（井山弘幸訳）「水および他の液体による気体の吸収について」（‘On the Absorption of Gases
 

by Water and other Liquids’,Memoirs and Proceedings of  the Manchester Library and Philosophical
 

Society,1(1805):271-287)（化学史学会編)『原子論･分子論の原典2』学会出版センター（1990)，pp.

83-93．

ドルトン『化学哲学の新体系』（A New System of  Chemical  Philosophy,vol.1,part1(1808),part2

(1810),vol.2(1827))．

1) 広重轍訳「化学の新体系」（抄訳：vol.1，part1の第2章第1節･第2節，第3章，part2の第4章

第1節･第2節，第5章第1節)『世界の名著･現代の科学Ⅰ』中央公論社（1973)．

2) 田中豊助ら訳（vols.1，2の全訳)『化学の新体系』内田老鶴圃新社（1986)．

3) 井山弘幸訳（vol.1の全訳)『ドルトン』朝日出版（1988）所収．

J.ドールトン（村上嘉一訳）「現代の化学書の著者達が用いている粒子なる語の意味および他の用語や言葉

の使い方についての論考」（‘Inquiries concerning the Signification of the word Particle,as used by
 

modern Chemical Writers,as well as concerning some other Terms and Phrases’,(Nicholson’s)

Journal of  Natural Philosophy,Chemistry and the Arts,28(1811):81-88)（化学史学会編)『原子論･

分子論の原典2』学会出版センター（1990)，pp.99-108．

ドルトン（井山弘幸訳)「近年の化学書の著者が使用している粒子なる語の意味および他の用語や言葉づか

いに関する論考」（‘Inquiries concerning the Significations of the word Particle as used by modern
 

Chemical Writers,as well asw concerning some other Terms and Phrases’,Journal  of  Natural
 

Philosophy,Chemistry and the Arts,28(1811):81-88)『ドルトン』朝日出版（1988）所収．

J.ドールトン（井山弘幸訳)「ボストック博士による化学の原子論的原理に関する見解についての考察」

（‘Observations on Dr.Bostock’s Review of the Atomic Principles of Chemistry’,Journal of  Natural
 

Philosophy,Chemistry and the Arts,29(1811):143-151)（化学史学会編)『原子論･分子論の原典2』

学会出版センター（1990),pp.109-116．

ドルトン（井山弘幸訳)「呼吸と動物熱について」（‘On Respiration and Animal Heat’,Manchester Mem-

oirs,7(1813):15-44)『ドルトン』朝日出版（1988）所収．

ドルトン（井山弘幸訳)「化学比例の原因に関するベルツェリウス博士の論文に対する意見」（‘Remarks on
 

the essay of Dr.Berzelius on the cause of Chemical Proportions’,Annals of  Philosophy,3(1814):6-

8)『ドルトン』朝日出版（1988）所収．

原光雄『近代化學の父：ジョン･ドールトン』岩波新書（1951)．

大沼正則「近代化学における力と物質との関連について：ベルトレ，プルースト，ドルトン」『東京経大学
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会誌』No.23（1959.04)．

肱岡義人･内田正夫･徳元琴代･小峯としえ「John Dalton（1766-1844）研究の展望」『化学史研究』第7

号（1978)：46-52．

井山弘幸「John Daltonと倍数比例の法則―その発見をめぐって―」『化学史研究』第17号（1981)：24-

32．

井山弘幸「科学史におけるJohn Daltonの役割―方法論的考察―」『科学史研究』［第Ⅱ期］第21巻（No.

143)（1982)．

村上嘉一「近代原子論の発展―Daltonと原子論―」『化学史研究』第22号（1983)：33-42．

井山弘幸「化学を学ぶ人のためのサイエンス･フィロソフィ2：化学にとって仮説とは何か―ドルトンの原

子論を中心に」『化学』41(5)（1986.05月)．

井山弘幸「化学史･常識のウソ3：ドールトン神話の形成―化学教科書に見られる誤解」『化学教育』34(6)

（1986.12)．

藤井清久「ドールトン原子論の形成過程―「ドールトンの謎」をめぐって―」『化学史研究』第45号

（1988)：163-184．

井山弘幸「原子量の発見と近代化学」（横山･井山･橋本編)『科学における論争･発見：科学革命の諸相』

木鐸社（1989)，pp.143-172．

井上弘幸「化学的原子論の歴史的再構成」（化学史学会編)『原子論･分子論の原典2』学会出版センター

（1990)，pp.65-82．

粟屋裕「化学異聞 10（完)：ドルトン 色盲の化学者」『化学』50(3)（1995.03)．

中崎昌雄「「近代化学の父」John Dalton覚書（下)「化学的原子論」発想について」『中京大学教養論叢』

38(1)（1997.06)．

井山弘幸「どうやって思いついたの（1）ドルトン：原子の概念はいかにして生まれたか」『化学と教育』46

(5)（1998.05)．

荻野博「ドルトンの原子説200年」『現代化学』No.387（2003.06)．

ベルセーリウス

J.J.Berzelius（三田達訳･解説）「化合比の理論および電気の化学的影響について」（“Essai sur la Theorie
 

des Proportions Chimiques et sur l’Influence Chimique de l’Electricite”(1819))（日本化学会編)『化学

の原典10』（有機化学構造論）東京大学出版会（1976）所収．

ベルセリウス（田中豊助･原田紀子訳）『化学の教科書』（スウェーデン語原著（1808-1830年，6巻）のヴ

ェーラーによるドイツ語訳 Lehrbuch der Chemie（1843-1848年，5巻本）のうちの第1巻部分の邦訳）

上･下巻，内田老鶴圃（1989)．

J.J.ベルセーリウス（川井雄訳)「化合比の原因と，それに付随する若干の事柄についての小論」（Jons
 

Jacob Berzelius,‘On the Cause of Chemical Proportions,and on Some Circumstances relating to
 

them...’,Annales of  Philosophy,2(1813):443-454;3(1814):51-52)（化学史学会編)『原子論･分子

論の原典2』学会出版センター（1990)，pp.117-133．

ファラデー

ファラデー（稻沼瑞穂訳）『力と物質』岩波文庫（1949)．
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ファラデー（矢島祐利訳）『ロウソクの科学』岩波文庫（1956）．

ファラデー（三石巌訳）『ロウソクの科学』角川文庫（1962）．

ファラデー（日下実男訳）『ロウソクの科学』旺文社（1969）．

ファラデー（田中豊助監訳)『電気実験』上･下巻，内田老鶴圃新社（1980)．

ファラデー（山口達明訳）「講演者たちへのアドバイス」『化学史研究』第19号（1982年)：88-92．

マイケル･ファラデー（白井俊明訳）『ファラデー ろうそく物語』法政大学出版局2000，2005)．

愛知敬一『電氣學の泰斗ファラデーの傳』岩波書店（1923）．

石井悦朗『科學王フアラデー傳：附･科學天才の待望と英俊の養成』桂文閣（1932）．

矢島祐利『ファラデー』岩波書店（1940）．

ダビド･K.C.マクドナルド（原島鮮訳）『ファラデー，マクスウェル，ケルビン：電磁気学のパイオニア』

河出書房新社（1968）．

ジョン･チンダル（矢島祐利訳編）『発見者ファラデー』社会思想社（1973）．

三石巌『ファラデーの発見』岩崎書店（1975）．

スーチン（小出昭一郎･田村保子訳）『ファラデーの生涯』東京図書（1976）．

B.ボウアーズ（田村保子訳)『ファラデーと電磁気』東京図書（1978）．

小林卓二『ファラデーのモーターの科学』さ･え･ら書房（1986）．

小山慶太『ファラデーが生きたイギリス』日本評論社（1993)．

ジョンM.トーマス（千原秀昭･黒田玲子訳）『マイケル･ファラデー：天才科学者の軌跡』東京化学同人

（1994）．

井上勝也『新ファラデー伝：19世紀科学は何を教えているか』研成社（1995）．

奥山修平「電気磁気現象研究の先達マイケル･ファラデー」『科学技術ジャーナル』（1996.4)：42-43．

小山慶太『ファラデー：実験科学の時代』講談社（1999）．

島尾永康『ファラデー：王立研究所と孤独な科学者』岩波書店（2000）．

板倉聖宣『わたしもファラデー：たのしい科学の発見物語』仮説社（2003）．

結 晶 学

R.-J.アユイ「序論」･「鉱物学的方法」（藤井清久訳)（Rene-Just Hauy,‘Discours preliminaire’,‘Des
 

methodes mineralogiques’in Traitede mineralogie,1801)（化学史学会編)『原子論･分子論の原典3』

学会出版センター（1993），pp.17-24．

W.H.ウラストン（島原健三訳)「ベーカー講演．ある種の結晶の基本粒子について」（William Hyde Wol-

laston,‘The Bakerian Lecture.On the elementary Particles of certain Crystals’,Philosophical
 

Transactions,102(1813):51-63)（化学史学会編)『原子論･分子論の原典3』学会出版センター

（1993），pp.27-37．

ミッチェルリヒ（山口達明訳)「ヒ酸塩およびリン酸塩の結晶構造と化学組成の関係について」（Eilhard
 

Mitscherlich,‘Uber das Verhaltniss zwischen der chemischen Zusammensetzung und der Krystallform
 

arseniker und phosphorsaurer Salze’,Ostwald Klassiker,No.94,1898.スウェーテン語の原論文は1821

年刊行)（化学史学会編)『原子論･分子論の原典3』学会出版センター（1993），pp.39-53．

山口達明「結晶型と物質の基本構造」（化学史学会編)『原子論･分子論の原典3』学会出版センター

（1993），pp.5-16．
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有機化学（※20世紀も含む)

E.フィッシャー（桑田智訳)『化学界の偉人エミール･フィッシャーの自叙伝･思い出より』［Emil Fis-

cher,Aus meinem Leben,1922の翻訳］広川書店（1963)．

M.C.Gerhardt（三田達訳･解説）「有機酸無水物に関する研究」（“Recherches sur les Acides Organiques
 

Anhydres”,Ann. chim. phys.,〔3ser.〕,37(1852):285-342)（日本化学会編)『化学の原典10』（有機化

学構造論）東京大学出版会（1976）所収．

E.Frankland（右田俊彦訳･解説）「金属を含む一連の新しい化合物について」（“On a New Series of
 

Organic Bodies containing Metals”,Phil. Trans.,142(1852):417-444)（日本化学会編)『化学の原典

10』（有機化学構造論）東京大学出版会（1976年）所収．

H.Kolbe（柏木肇訳･解説）「有機化合物と無機化合物の自然的関連，すなわち有機化学物質の自然に則し

た分類法に対する科学的根拠について」（“Ueber den naturlichen Zusammenhang der organischen mit
 

den unorganischen Verbindungen,die wissenschaftliche Grundlage zu einer naturgemaßen Classifica-

tion der organischen chemischen Korper”,Annalen der Chemie und Pharmacie,113(1860):293-332)

（日本化学会編)『化学の原典10』（有機化学構造論）東京大学出版会（1976）所収．

A.S.Couper（右田俊彦訳･解説）「化学の新しい理論について」（“On a New Chemical Theory”,London,

Edinburgh,and Dublin Phil.Mag.& Journ.Sci.,4th ser.,16(1858):104-116)（日本化学会編)『化学

の原典10』（有機化学構造論）東京大学出版会（1976）所収．

A.M.Butlerov（柏木肇訳･解説）「物質の化学構造について」（“Einiges uber die chemische Struktur der
 

Korper”,Zeitschrift  fur Chemie und Pharmacie,(1861):549-560)（日本化学会編)『化学の原典10』

（有機化学構造論）東京大学出版会（1976）所収．

ヴィルシュテッター（高尾楢雄･高尾佐知子訳)『リヒャルト･ヴィルシュテッター自伝：仕事･余暇･友

人達』日本図書刊行会（2004)．

都築洋次郎「アドルフ･フォン･バイヤーの生涯と業績」『岩波講座物理學及び化學』（増補；化学4，5，

6）岩波書店（1930年代)．

園上閑夫（柏木肇）「有機化学の方法論的確立：19世紀初頭における機械論の克服」（民科編)『自然科学』

No.8（1947)：4-10．

桑田智『アドルフ･フォン･バイヤー：偉大なる化学者の生涯』広川書店（1955)．

柏木肇「ブトレロフ―西欧との接触―」『化学史研究』第5号（1976年)：12-28．

柏木肇「『有機化学構造論』の解説」（日本化学会編)『化学の原典10』（有機化学構造論）東京大学出版会

（1976），pp.157-264．

竹林松二「Markownikoff則―その背景と趣意―」『化学史研究』第6号（1977年)：25-26．

竹林松二「有機化学者Cannizzaroとその時代」『化学史研究』第7号（1978)：32-33．

竹林松二「互変異性に関する概念の発展」『化学史研究』第16号（1981)：1-7．

岩倉義男「―重付加反応の研究をめぐって―」『化学史研究』第23号（1983)：47-55．

竹林松二「Sandmeyer反応の100年に当たって―発見の経緯と反応の解明―」『化学史研究』第26号

（1984)：17-20．

竹林松二「有機化合物に関する概念の発展」『化学史研究』第29号（1984)：156-160．

安江政一「推定構造式と仮想式（作業仮設)―エフェドリンの構造解明をめぐって―」『化学史研究』第28

号（1984年)：97-105．
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竹林松二「L.Gattermannと有機合成―その発見をめぐって―」『化学史研究』第31号（1985年)：81-85．

竹林松二「ヴァルデン反転―その発見と解明の過程―」『化学史研究』第34号（1986)：15-20．

竹林松二「化学史･常識のウソ（7）尿素の合成と生気論：ヴェーラーの尿素合成は生気論を打ち破ったか」

『化学と教育』35(4)（1987.08)．

竹林松二「アセチレンの水和反応―その発見と解明の経過―」『化学史研究』第42号（1988)：8-12．

竹林松二「シス･トランスの命名百周年に当たって」『化学史研究』第16巻（1989)：4-10．

竹林松二「酸アジドのクルティウス転位―その発見と解明の経過―」『化学史研究』第16巻（1989)：149-

153．

竹林松二「ゴイターの「二塩化炭素」―ジクロロカルベンの化学の始まりと進展―」『化学史研究』第18巻

（1991)：4-10．

竹林松二「アルミニウム･アルコキシドを用いる還元反応―Meerwein-Ponndorf-Verley還元の発見と解

明の経過―」『化学史研究』第19巻（1992)：105-109．

竹林松二「L.クライゼンとその人名反応」『化学史研究』第19巻（1992)：262-266．

日吉芳朗「パーキンと人口紫色染料モーベインの発見と研究」『化学史研究』第21巻（1994)：345-357．

岩倉義男「ポリメチレンジイソシアナートと水との反応 多員環状尿素化合物を創る―わが研究回想―」

『化学史研究』第28巻（2001)：86-90．

岩倉義男「わが研究回想4―その1― ポリメチレンビスエチレン尿素との出会いから反応性接着剤，開環

重合付加反応，反応性高分子開発への途」『化学史研究』第29巻（2002)：43-48．

M.D.Gordin（梶雅範訳）「フリードリッヒ･バイルシュタインと『有機化学便覧』」『化学史研究』第32巻

（2005)：217-234．

リービッヒ

マイヤー，リービッヒ，ファラデー（崎川範行譯編)『エネルギー理論の成立』創元社（1951）．

リービッヒ（柏木肇訳）『化学通信』Ⅰ･Ⅱ，岩波文庫（1952)．

山岡望『リービッヒ=ウェーラー往復書簡：ギーセン時代』（化學史談7）内田老鶴圃新社（1966）．

山岡望『リービッヒ=ウェーラー往復書簡：ミュンヘン時代』（化學史談8）内田老鶴圃新社（1969)．

ユストゥス･リービッヒ（横田徳郎訳)『農学と生理学に応用した有機化学』（Justus Liebig,Die organis -

che Chemie in ihrer Anwendung auf  Agrikultur und Physilogie,1840）自家版（1996)．

リービヒ（田中豊助･大原共訳）『動物化学』内田老鶴圃（2000)．

鈴木千代吉編『リービッヒ先生』肥料研究會（1910）．

三沢岳郎「リービッヒの思想とその意義」『農業と経済』15(8)（1949.08)．

園上閑夫（柏木肇）『唯物論形成の化学史的背景：リービッヒの「化学事情」論考』白東書館（1949)．

飯沼二郎「ユストウス･フォン･リービッヒの輪作経営論―特にその輪作理論形成上に於ける位置づけ」

『農業経済研究』22(1)（1950)．

三沢岳郎「西欧農学史に於ける地力均衡論の展開―リービッヒを中心として」『農業技術』5(3)（1950.03)．

田中實『化學者リービッヒ』岩波新書（1951）．

三沢岳郎「農芸科学の恩人―田中実著「科学者リービッヒ」」『地上』5(12)（1951.12)．

Tatsumasa Doke,“The Controversy between Liebig and Pasteur”,Japanese Studies in the History of
 

Science,No.6(1967):87-95.
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山岡望『続･化学史窓：リービッヒのアルバム』（化学史窓；続）内田老鶴圃新社（1973）．

椎名重明『農学の思想：マルクスとリービヒ』東京大学出版会（1976)．

山岡望「化學史談Ⅱ：ギーセンの化學教室」内田老鶴圃新社（1979）．

W.H.ブロック（板垣良一訳･解説）「リービヒ研究の現状」『化学史研究』第23号（1983年)：61-74．

佐藤俊夫「F.G.シュルツェ農学論―シュルツェによる“リービッヒ農耕理論”の方法論的批判の検討を通

して」『九州大学農学部学芸雑誌』41(3･4)（1987)．

佐藤俊夫「農耕理論の構築におけるテーアとリービッヒ」『鳥取大学農学部研究報告』通号40号

（1987.11)．

柏祐賢「リービッヒの『中国農業』論」（柏祐賢)『ヨーロッパ及びアジアの農業』京都産業大学出版会

（1988）所収．

菊地重秋「今日的な科学者養成法の創始者ユストス･フォン･リービヒ」『科学技術ジャーナル』

（1996.8)：42-43．

有本建男「科学技術の体制を築いた人々（7）科学に基礎をおく先端産業の出現―リービッヒとホフマンが

築いた実験研究室制度とドイツ染料産業」『情報管理』40(7)（1997.10)．

島尾永康「リービッヒの顕彰･普及に励むリービッヒの子孫レヴィツキ氏」『化学史研究』通号87号

（1999)：96-98．

横田徳郎･阪上正信「窒素肥料に関するLiebigとLawesらの論争」『化学史研究』第31巻（2004)：14-

34．

渡邉慶昭「Justus von Liebig生誕200年に寄せて―ある古書目録にみるリービッヒの業績」『化学史研究』

通号106号（2004)：40-46．

横田徳郎「Liebigによる「大気窒素充足説」の起源―Boussingaultのマメ科による空気窒素固定現象の発

見―」『化学史研究』第32巻（2005)：144-152．

渡邉慶昭「Justus von Liebig生誕200年に寄せて―「リービッヒの肉エキス」とそのレシピ」『化学史研

究』通号110号（2005)：61-66．

渡邉慶昭「Justus von Liebig生誕200年に寄せて―リービッヒの足跡を尋ねて」『化学史研究』通号112号

（2005)：176-180．

ケ ク レ

A.Kekule（野村祐次郎訳･解説）「化合物の構造と変化について，ならびに炭素の化学的性質について」

（“Ueber die Constitution und die Metamorphosen der chemischen Verbindungen und uber die chemis-

che Natur des Kohlenstoffs”,Annalen der Chemie und Pharmacie,106(1858):129-159)（日本化学会

編)『化学の原典10』（有機化学構造論）東京大学出版会（1976年）所収．

John H.Wotiz and Susanna Rudofsky“Kekule’s Dreams:Facts or Fiction?”『化学史研究』第29号

（1984年)：126-133．

井山弘幸「化学を学ぶ人のためのサイエンス･フィロソフィ―10.ケクレは本当に夢を見たか―科学の創造

性と夢」『化学』42(1)（1987.01)．

山口達明「ケクレは本当に夢を見たのか―化学史家W 教授の推理（化学―夢のある話 特集>)―(夢にまつ

わる話題)」『化学』49(1)（1994.01)．

クラウス･ハフナー（中辻慎一訳)『化学の建築家ケクレ：ベンゼンいまむかし』内田老鶴圃（1995）．
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有本建男「科学技術の体制を築いた人々：8.ドイツ･カールスルーエで開かれた第1回国際化学会議とケ

クレおよびヴュルツの貢献」『情報管理』40(8)（1997.11)．

原田馨「どうやって思いついたの（2）ケクレ―ベンゼンの構造はどのようにして生まれたか」『化学と教

育』46(7)（1998.07)．

周 期 律

D.I.Mendelejeff（阪上正信訳･解説）「元素の性質と原子量の関係について」（“Uber die Beziehungen der
 

Eigenschaften zu den Atomgewichten der Elemente”,Z. Chem.,12(1869):405-406)（日本化学会編)

『化学の原典8』（元素の周期系）東京大学出版会（1976）所収．

D.I.Mendelejeff（阪上正信訳･解説）「化学元素の周期的規則性」（“Die periodische Gesetzmassigkeit
 

der chemische Elemente”,Ann. d. Chem. u. Pharm. Suppl. VIII(1871):133-229)（日本化学会編)『化

学の原典8』（元素の周期系）東京大学出版会（1976））所収．

L.Meyer（野村昭之助訳･解説）「原子量の関数としての化学元素の性質」（“Die Natur der chemischen
 

Elemente als Funktion ihrer Atomgewichte”,Ann. d. Chem. u. Pharm. Suppl.VII(1870):354-364)

（日本化学会編)『化学の原典8』（元素の周期系）東京大学出版会（1976）所収．

J.Thomsen（阪上正信訳･解説）「化学元素の系統的分類」（“Systematische Gruppierung der chemischen
 

Elemente”,Z. anorg. Chem.,9(1895):190-193)（日本化学会編)『化学の原典8』（元素の周期系）東京

大学出版会（1976）所収．

H.G.J.Moseley（奥野久輝訳･解説）「諸元素の高振動数スペクトル第1部」（“The High Frequency
 

Spectra of the Elements.Part I.”,Phil. Mag.,26(Dec.,1913):1024-1034)（日本化学会編)『化学の原

典8』（元素の周期系）東京大学出版会（1976）所収．

H.G.J.Moseley（奥野久輝訳･解説）「諸元素の高振動数スペクトル第2部」（“The High Frequency
 

Spectra of the Elements.Part II.”,Phil. Mag.,27(Apr.,1914):703-713)（日本化学会編)『化学の原典

8』（元素の周期系）東京大学出版会（1976）所収．

E.M.McMillan,P.H.Abelson（阪上正信訳･解説）「放射性元素93」（“Radioactive Element93”,Phys.

Rev.,57(1940):1185-1186)（日本化学会編)『化学の原典8』（元素の周期系）東京大学出版会（1976）

所収．

G.T.Seaborg（阪上正信訳･解説）「最も重い諸元素の電子構造」（“Electronic Structure of the Heaviest
 

Elements”,Metallurgical  Laboratory Memorandum MuC-GTS-858（1944年7月17日）および Metal -

lurgical Project Report CK-1968:55-57（1944年7月17日))（日本化学会編)『化学の原典8』（元素の

周期系）東京大学出版会（1976）所収．

G.T.Seaborg（阪上正信訳･解説）「最も重い諸元素の周期系中の位置と電子構造」（“Place in Periodic
 

System and Electronic Structure of the Heaviest Elements”,Nucleonics,5(5)(1949):16-36)（日本化

学会編)『化学の原典8』（元素の周期系）東京大学出版会（1976）所収．

M.Haissinsky（松浦二郎訳･解説）「シスおよび超ウラン元素の化学」（“La chimie des cis-et trans-

uraniens comparee a celle des lanthanides et des elements de transition”,XVIIeme Congres Interna-

tional de Chimie Pure et Appliquee (1957),p.185-202)（日本化学会編）化学の原典8』（元素の周期系）

東京大学出版会（1976）所収．

メンデレーエフ（田中豊助･福渡共訳）「化学の原論（上･下）」内田老鶴圃（2000)．
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O.ピザルジェブスキー（広田鋼蔵･小谷照男訳)『メンデレエフ：週期表の発見者の業蹟と思想』共立出版

（1956)．

バーナード･ヤッフェ（竹内敬人訳)『モーズリーと周期律：元素の点呼者』河出書房新社（1972)．

ボニファチイ･ミハイロビッチ･ケドロフ（大竹三郎訳)『科学的発見のアナトミア：メンデレーエフの法

則をめぐって』法政大学出版局（1973)．

ゲルマン･スミルノフ（木下高一郎訳)『メンデレーエフ伝：元素周期表はいかにして生まれたか』講談社

ブルーバックス（1976)．

塚原徳道「元素周期表をめぐって―槌田式周期表を中心に」『化学』31(5)（1976.05)．

J.W.ファン スプロンセン（島原健三訳)『周期系の歴史』上･下巻，三共出版（1978)．

木村健二郎･木村幹「元素の周期律（化学における発明発見―その芽と発展)」『化学教育』28(5)

（1980.10)．

梶雅範･道家達将「メンデレーエフ研究-1-メンデレーエフの周期律発見過程-1-ジェラールの化学理論の

受容」『東京工業大学人文論叢』通号9号（1983)．

井山弘幸「化学を学ぶ人のためのサイエンス･フィロソフィ―8．メンデレーエフの予言は何を意味するか」

『化学』41(11)（1986.11)．

Ekkehard Fluck･Karl Rumpf（井上秀成訳)「古くて新しい論争―元素の周期表」『化学と工業』40(7)

（1987.07)．

島原健三「化学史･常識のウソ（8）周期律の発見者はだれか：メンデレーエフが発見者とされる理由は？」

『化学と教育』35(5)（1987.10)．

梶雅範「メンデレーエフの周期律発見に至る過程に関する考察―1854-69年のメンデレーエフの研究の分

析」『科学史研究』［第2期］通号163号（1988)．

梶雅範「メンデレーエフの化学教科書「化学の原理」初版の歴史的位置づけ」『科学史研究［第2期］通号

165号（1988)．

梶雅範「メンデレーエフの生地トボリスクを訪ねて」『サジアトーレ』No.22（1993)：69-81．

梶雅範「ボブロヴォ村を訪ねて―メンデレーエフの夏の別荘の地」『サジアトーレ』No.23（1995)：32-35

頁．

梶雅範「メンデレーエフの息子と日本」『サジアトーレ』No.24（1996)：52-58頁．

梶雅範「元素周期律の発見者メンデレーエフ」『科学技術ジャーナル』（1996.6)：42-43．

梶雅範『メンデレーエフの周期律発見』北海道大学図書刊行会（1997)．

大西寛「周期表と周期律表」『化学史研究』通号85号（1998)：256-258．

竹内敬人「どうしてそれがわかったの（3）周期律の発見」『化学と教育』46(1)（1998.01)．

梶雅範「メンデレーエフの息子と明治日本」『技術文化論叢』No.2（1999）：1-10．

I.S.ドミートリエフ（梶雅範訳･解説）「化学者メンデレーエフの生涯と業績―その社会的･経済的側面―」

『化学史研究』第26巻（1999)：11-33．

梶雅範「メンデレーエフの息子の日本訪問に関する新資料」『技術文化論叢』No.6（2003）：19-30．

梶雅範「メンデレーエフの伝記」『日本の科学者』41-2(2006)：30-35．

生 化 学

道家達将「生化学史研究序説―生化学における生物学的方法と化学的方法の矛盾と統一」『東京工業大学学
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報』通号31号（1966.08)．

木村雄吉『ギリシャの生化学』中央公論社（1975)．

ジョセフ･ニーダム（木原弘二訳）『生化学の歴史』みすず書房（1978)．

J.S.フルートン（水上茂樹訳）『生化学史：分子と生命』共立出版（1978）．

T.S.ホール（長野敬訳）『生命と物質―生理学思想の歴史』上･下巻，平凡社（1990）．

森正保『生化学の魔術師―ポルフィリン』裳華房（1990)．

新井賢一『それは失敗からはじまった―生命分子の合成に賭けた男』羊土社（1991)．

丸山工作『生化学の夜明け：醱酵の謎を追って』中央公論社（1993）．

丸山工作『生化学をつくった人々』裳華房（2001)．

パストゥール

L.Pasteur（中崎昌雄訳･解説）「天然有機物の分子dissymetrieに関する研究」（“Recherches sur la Dis-

symetrie moleculaire des Produits organiques naturels”Oeuvres de Pasteur,“Dissymetrie molecul-

aire”,314-344(1860)．1860年のパリ化学会における講演)（日本化学会編)『化学の原典11』（有機立体

化学）東京大学出版会（1975）所収．

パストゥール（長野敬責任編集)『科学の名著10 アルコール発酵論（他25論文)』朝日出版社（1981)．

L.パストゥール（成定薫編）「フランス科学についての省祭」『化学史研究』第15号（1981)：29-41

パストゥール（竹田正一郎･北畠克顕訳)『ビールの研究：ビールの病変，病変の原因，ビールに変敗耐性

を付与する方法および発酵に関する新理論』大阪大学出版会（1995)．

フランシス･E･ベンズ（大江専一訳)『人類の大恩人パストゥール傳』青年書房（1940)．

L.デクール（根津憲三訳)『パストゥールとその業績』三省堂（1941)．

ヴァレリー･ラド（桶谷繁雄訳)『ルヰ･パストゥール』冨山房（1941)．

平野威馬雄『パストウル』偕成社（1942)．

メチニコフ（宮村定男訳)『近代醫學の建設者：パストゥール･リスター･コッホ』岩波書店（1944)．

桶谷繁雄『ルイ･パストゥールの生涯：愛の科學者』日本科学社（1947)．

澤田謙『パストウル傳』潮文閣（1950)．

平野威馬雄『パストウル：愛の科学者』ポプラ社（1950)．

澤田謙『パストウル傳』多摩書院（1952)．

ジャック･ニコル（萬年甫･萬年徹訳)『科学者パストゥール』みすず書房（1964)．

川喜田愛郎『パストゥール』岩波書店（1967)．

リーン･J･デュボス（竹田美文･竹田多恵訳)『ルイ･パストゥール：驚異の世紀におけるその生涯と業

績』納屋書店（1967)．

ルネ･デュボス（長野敬訳）『パストゥール：20世紀科学の先達』河出書房新社（1968)．

中村浩『パストウールとコッホの発見』岩崎書店（1975)．

パストゥール･ヴァレリー=ラド（持田勲･持田明子訳)『人間パストゥール』みすず書房（1979)．

『ルイ･パストゥール：人類の恩人』内藤記念くすり博物館（1979)．

ルネ･デュボス（竹田美文訳)『ルイ･パストゥール』1，2，3．講談社（1979)．．

ブルーノ=ラトゥール（岸田るり子･和田美智子訳)『細菌と戦うパストゥール』偕成社（1988)．

ビバリー･バーチ（菊島伊久栄訳)『パストゥール』偕成社（1992)．
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スティーヴ･パーカー（百々佑利子訳)『パストゥール』岩波書店（1995)．

ルネ･デュボス（T･D･ブロック編；長木大三･田口文章･岸田綱太郎訳)『パストゥール：世紀を超え

た生命科学への洞察』学会出版センター（1996)．

ジェラルドL.ギーソン（長野敬＋太田英彦訳）『パストゥール：実験ノートと未公開の研究』青土社

（2000)．

物 理 化 学

S.Arrhenius（桑田敬治訳･解説）「酸によるショ糖転化の反応速度について」（“Uber die Reaktionsges-

chwindigkeit bei der Inversion von Rohrzucker durch Sauren”,Z. Physik. Chem.,4(1889):226-248)

（日本化学会編)『化学の原典5』（反応速度論）学会出版センター（1975）所収．

Svante Arrhenius（上平恒訳･解説）「水に溶けた物質の解離」（“Uber die Dissociation der in Wasser
 

gelosten Stoffe”,Z. phys. Chem.,1(1887):631-648)（日本化学会編)『化学の原典2（第Ⅱ期）』（電解

質の溶液化学）学会出版センター（1984）所収．

W.C.McC.Lewis（安盛岩雄訳･解説）「触媒作用の研究（第九報）気相系の反応速度定数および平衡定数

の絶対計算」（“Studies in Catalysis.Part IX.The Calculation in Absolute Measure of Velocity
 

Constants and Equilibrium Constants in Gaseous Systems”,J. Chem. Soc.,113(1918):471-492)（日

本化学会編)『化学の原典5』（反応速度論）学会出版センター（1975）所収．

G.N.Lewis,D.F.Smith（慶伊富長訳･解説）「反応速度の理論」（“The Theory of Reaction Rate”,J.

Am. Chem. Soc.,47(1925):1508-1520)（日本化学会編)『化学の原典5』（反応速度論）学会出版センタ

ー（1975）所収．

R.C.Tolman（倉谷健治訳･解説）「化学反応の機構」（“The Mechanism of Chemical Reaction”,J. Am.

Chem. Soc.,47(1925):1524-1553)（日本化学会編)『化学の原典5』（反応速度論）学会出版センター

（1975）所収．

C.N.Hinshelwood（土屋荘次訳･解説）「単分子反応の理論について」（“On the Theory of Unimolecular
 

Reaction”,Proc. Roy. Soc.,113A(1926):230-233)（日本化学会編)『化学の原典5』（反応速度論）学会

出版センター（1975）所収．

O.K.Rice,H.C.Ramsperger（天野杲訳･解説）「低圧における単分子気相反応に関する理論」（“The-

ories of Unimolecular Gas Reactions of Low Pressures”,J. Am. Chem. Soc.,49(1927):1617-1629)

（日本化学会編)『化学の原典5』（反応速度論）学会出版センター（1975）所収．

S.London（佐藤伸訳･解説）「等極結合の機構について」（“Uber den Mechanismus der homoopolaren
 

Bindung”,Sommerfeld Festband (1928),pp.104-113)（日本化学会編『化学の原典5』（反応速度論）学

会出版センター（1975）所収．

Cato Maximilian Guldberg og Peter Waage（佐佐木行美訳･解説）「親和力の研究」（“Studier over
 

Affiniteten”1864年3月11日ノルウェー科学アカデミーで行われた講演)（日本化学会編)『化学の原典

2（第Ⅱ期）』（電解質の溶液化学）学会出版センター（1984）所収．

Soren Peter Lauritz Sorensen（田中元治訳･解説）「酵素の研究Ⅱ 酵素反応における水素イオン 濃度の

測定と重要性について」（“Études Enzymatiques.II.Sur la Mesure et l’Importance de la Concentration
 

des Ions Hydrogene dans les Reactions Enzymatiques”,Comptes-Rendus des Travaux du Laboratoire
 

de Carlsberg,VIII(1909-10):1-168)（日本化学会編)『化学の原典2（第Ⅱ期）』（電解質の溶液化学）

/ /
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学会出版センター（1984）所収．

Peter Debye und Erich Huckel（玉虫伶太訳･解説）「電解質理論Ⅰ 凝固点降下および関連現象」（“Zur
 

Theorie der Elektrolyte.I.Gefrierpunktserniedrigung und verwandte Erskeinungen”,Phys. Z.,24

(1923):185-206)（日本化学会編)『化学の原典2（第Ⅱ期）』（電解質の溶液化学）学会出版センター

（1984）所収．

Niels Bjerrum（宮原豊訳･解説）「イオン会合の研究Ⅰ 中程度の会合が起る際にイオンの活量に及ぼす

会合の影響」（“Untersuchungen uber Ionenassoziation.I.Der Einfluss der Ionenassoziation auf die
 

Aktivitat der Ionen bei mitteren Assoziationsgraden”,Det Kgl. Danske Videnskab. Selskab. Math-fys.

Medd. 7(1926):1-48)（日本化学会編『化学の原典2（第Ⅱ期）』（電解質の溶液化学）学会出版センタ

ー（1984）所収．

Jannik Bjerrum（山内脩訳･解説）「銅アンモニア化合物に関する研究Ⅰ アンモニア蒸気圧測定ならびに

塩基性硝酸銅（ゲルハルトタイト）を用いた溶解度測定によるアンミン銅イオンの錯化定数の決定」

（“Untersuchungen uber Kupferammoniakverbindungen.I.Bestimmung der Komplexitatskonstanten
 

der Amminkupriionen durch Ammoniaktensionsmessungen und durch Loslichkeitsbestimmungen mit
 

basischem Kuprinitrat(Gerhardtit)”,Kgl. Danske Videnskab. Selskab. Math-fys. Medd.11(1931):1-

56)（日本化学会編)『化学の原典2（第Ⅱ期）』（電解質の溶液化学）学会出版センター（1984）所収．

G.Schwarzenback,E.Kampitsh and R.Steiner（上野景平訳･解説）「コンプレキソン Ⅰニトリロ三酢

酸の塩生成挙動」（“Komplexone.I.Uber die Salzbildung der Nitrilotriessigsaure”,Helv. Chim. Acta,

28(1945):828-840)（日本化学会編)『化学の原典2（第Ⅱ期）』（電解質の溶液化学）学会出版センター

（1984）所収．

G.Schwarzenback（上野景平訳･解説）「各種金属イオンの新しい定量法」（“Nouvelles Methodes de Dos-

age de Certains Cations Metalliques”,Helv. Chim. Acta,29(1946):1338)（日本化学会編)『化学の原

典2（第Ⅱ期）』（電解質の溶液化学）学会出版センター（1984）所収．

J.Morgan and B.E.Warren（荒川泓訳･解説）「水の構造のX線解析」（“X-Ray Analysis of the Struc-

ture of Water”,J. Chem. Phys.,6(1938):666-673)（日本化学会編)『化学の原典2（第Ⅱ期）』（電解質

の溶液化学）学会出版センター（1984）所収．

H.Irving and R.J.P.Williams（荻野博訳･解説）「金属錯体の安定度の序列」（“Order of Stability of
 

Metal Complexes”,Nature,162(1948):746-747)（日本化学会編)『化学の原典2（第Ⅱ期）』（電解質の

溶液化学）学会出版センター（1984）所収．

H.Irving and R.J.P.Williams（荻野博訳･解説）「遷移金属錯体の安定度」（“The Stability of
 

Transition-Metal Complexes”,J. Chem. Soc.,1953(1948):746-747)（日本化学会編)『化学の原典2

（第Ⅱ期）』（電解質の溶液化学）学会出版センター（1984）所収．

レオ･ケーニヒスベルゲル（宮入慶之助訳)『科學者ヘルマン･フオン･ヘルムホルツ評傅』河出書房

（1943)．

K.メンデルスゾーン（藤井かよ･藤井昭彦訳)『ネルンストの世界：ドイツ科学の興亡』岩波書店（1976)．

藤井清久「ル･シャトリエの原理の成立過程―化学における類推的想像力―」『化学史研究』第10号

（1979)：5-14．

宮原孝四郎「化学反応速度論の着想と発展（化学における重要な基本概念―その形成と展開 特集>)」『化

学教育』28(4)（1980.08)．
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川井雄「質量作用の法則に関するグルベルグとヴォーゲの研究」『化学史研究』第17号（1981)：33-40．

小塩玄也「反応速度の認識と反応速度の形成―ヴィルヘルミを中心として―」『化学史研究』第18号

（1982)：20-31．

山口宙平「Helmholtzの電気化学研究と“自由エネルギー”概念」『科学史研究』［第Ⅱ期］第21巻（No.

141)（1982)．

称宜田久男「化学親和力の概念」『化学史研究』第24号（1983)：111-115．

藤井清久「化学における類比的想像力の働き―ファント･ホフと近代溶液理論の成立―」『化学史研究』第

26号（1984)：21-29．

メアリー･ジョー･ナイ（古川安訳･解説）「フランス物理化学の出現とジャン･ペランの成功」『化学史研

究』第27号（1984)：57-67．

立花太郎「物理化学のこの百年（1887～1987)―論文誌の変遷からの考察―」『化学史研究』第39号（1987)：

61-72．

小岩昌宏「資料 アレニウスと反応速度論―伝記に見るその人間像」『まてりあ』39(1)（2000.01)．

小岩昌宏「資料 アイリング，絶対反応速度論，活性化エネルギー」『まてりあ』39(2)（2000.02)．

小岩昌宏「金属学プロムナード（13）反応速度論･アレニウス･アイリング」『金属』通号999号（2003.4)．

オストヴァルト

オストワルト（文部省科学教育局訳）『科学の体系―科学的な思考と労作への道―』岩波書店（1947)．

W.オストワルド（都築洋次郎訳）『オストワルド自伝』東京図書（1979)．

Friedrich Wilhelm Ostwald（谷口吉弘･鈴木啓三訳･鈴木啓三解説）「液体理論について」（“Zur Theorie
 

der Flussigkeiten”,Z. phys. Chem.,2(1888):36-37)（日本化学会編)『化学の原典2（第Ⅱ期）』（電解

質の溶液化学）学会出版センター（1984）所収．

田中実「Wilhelm Ostwaldにおける原子仮説―原子論史の1問題―」『科学史研究』第Ⅱ期No.82（1967)．

立 体 化 学

J.Wislicenus（中崎昌雄訳･解説）「乳酸の異性体について（第二報）」（“Ueber die isomeren Milchsaure.

Zweite Abhandlung.Ueber die optisch-active Milchsaure der Fleischflussigkeit,die Paramilchsaure”,

Ann.,167(1873):302)（日本化学会編)『化学の原典11』（有機立体化学）東京大学出版会（1975）所

収．

J.H.Van’t Hoff（中崎昌雄訳･解説）「現在，化学で使われている構造式を空間に拡張する提案，ならびに

それに関連して光学活性と有機化合物の化学構造との関係についての考察」（“Voorstel tot Uitbreiding
 

der tegenwoordig in de scheikunde gebruikte Structuur-Formules in de ruimte;benevens een daar-

mee samenhangende opmerking omtrent het verband tusschen optisch actief Vermogen en Chemische
 

Constitutie van Organische Verbindingen”,Archives Neerlandaises des Sciences exactes et naturelles,9

(1874):445-454)（日本化学会編)『化学の原典11』（有機立体化学）東京大学出版会（1975）所収．

J.A.Le Bel（中崎昌雄訳･解説）「有機物の分子式とその溶液の旋光能との関係について」（“Sur les Rela-

tions qui existent entre les Formules atomiques des Corps organiques et le Pouvoir rotatoire de leurs
 

Dissolutions”,Bulletin de la Societe chimique de France,(2),22(1874):337-34)（日本化学会編)『化

学の原典11』（有機立体化学）東京大学出版会（1975）所収．
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W.H.Perkin,Jr.（中崎昌雄訳･解説）「炭素環合成の初期の歴史」（“The Early History of the Synthesis
 

of Closed Carbon Chains”,J. Chem. Soc.,1929,1347 日本化学会編『化学の原典11』（有機立体化学）

東京大学出版会（1975）所収．

A.Von Baeyer（中崎昌雄訳･解説）「ポリアセチレン化合物について（第二報）」“Uber Polyaceth-

ylenverbindungen.Zweite Mitteilung”Ber.,18,2269(1885）日本化学会編『化学の原典11』（有機立体

化学）東京大学出版会（1975），所収．

H.Sachse（中崎昌雄訳･解説）「ヘキサメチレン誘導体の幾何学異性について」（“Ueber die geometris-

chen Isomerien der Hexamethylen-derivate”,Ber.,23(1890):1363）（日本化学会編)『化学の原典11』

（有機立体化学）東京大学出版会（1975）所収．

E.Mohr（中崎昌雄訳･解説）「BAEYERの張力説とダイヤモンドの構造」（“Die Baeyersche Spannung-

stheorie und die Struktur des Diamanten”,J. Prakt. Chem.,［2］,98(1918):315］（日本化学会編)『化

学の原典11』（有機立体化学）東京大学出版会（1975）所収．

D.H.R.Barton（中崎昌雄訳･解説）「ステロイド核の立体配座」（“The Conformation of the Steroid
 

Nucleus”,Experientia,6(1950):316)（日本化学会編)『化学の原典11』（有機立体化学）東京大学出版

会（1975）所収．

F.Fischer（中崎昌雄訳･解説）「ブドウ糖およびその異性体の配置について（第二報）」（“Uber die Kon-

figuration des Traubenzuckers und seiner Isomeren.II”.Ber.,24(1891):2683)（日本化学会編)『化学

の原典11』（有機立体化学）東京大学出版会（1975）所収．

J.M.Bijvoet,A.F.Peerdeman,A.J.Van Bommel（中崎昌雄訳･解説）「X線による光学活性体の絶対配

置の決定」（“Determination of the Absolute Configuration of Optically Active Compounds by Means
 

of X-rays”,Nature,271(1951))（日本化学会編)『化学の原典11』（有機立体化学）東京大学出版会

（1975）所収．

ファント･ホッフ（田中豊助･石橋･原田紀子訳）『立体化学』内田老鶴圃（2000)．

中崎昌雄「『有機立体化学』の解説」（日本化学会編)『化学の原典11』（有機立体化学）東京大学出版会

（1975），pp.175-221．

西尾元宏「立体化学への招待―人類の自然認識過程におけるひとつの断面-1-巨匠の時代―混沌とロマンの

世紀」『化学の領域』30(2)（1976.02)．

西尾元宏「立体化学への招待―人類の自然認識過程におけるひとつの断面-2-ある方法論的試論」『化学の

領域』30(3)（1976.03)．

竹内敬人「生命の秘密に挑む有機化学―糖，アミノ酸と立体化学（世紀末は大発見の時代 特集>)―(新世

紀を拓いた大発見―19世紀末の科学者群像)」『化学』49(12)（1994.12)．

希 ガ ス

Lord Rayleigh（奥野久輝訳･解説）「窒素の密度の測定において遭遇した異常について」（“On an Anom-

aly encountered in Determinations of the Density of Nitrogen Gas”,Proc. Roy. Soc.,55(1894):340-

344)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研究）学会出版センター（1976）所収．

Lord Rayleigh,W.Ramsay（奥野久輝訳･解説）「大気中の新成分，アルゴン」（“Argon,a New Constitu-

ent of the Atmosphere”,Phil. Trans.,186(1895):187-241)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの

発見と研究）学会出版センター（1976）所収．
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W.Ramsay（奥野久輝訳･解説）「ヘリウムの発見」（“Discovery of Helium”,Chem. News,71(Mar.29,

1895):151)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研究）学会出版センター（1976）所収．

W.Crookes（奥野久輝訳･解説）「クレーブ石からの気体のスペクトル」（“The Spectrum of the Gas from
 

Cleveite”,Chem. News,71(Mar.29,1895):151)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研

究）学会出版センター（1976）所収．

W.Ramsay（奥野久輝訳･解説）「地上のヘリウム（？）」（“Terrestrial Helium (?)”,Nature,51(Mar.

28,1895):512)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研究）学会出版センター（1976）所

収．

W.Ramsay（奥野久輝訳･解説）「アルゴンおよびヘリウムに関するRamsay教授の新研究」（“Nouvelles
 

recherches de M.Ramsay sur l’argon et sur l’helium”,Compt. Rend.,120(Mar.25,1895):12,660;

Chem. News,71(Apr.11,1895):176)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研究）学会出版

センター（1976））所収．

W.Ramsay（奥野久輝訳･解説）「ヘリウム（コロナスペクトル中の線の一つであるD 線の原因と称され

る元素）のスペクトルを示す気体について（予報）」（“On a Gas showing the Spectrum of Helium,the
 

reputed Cause of D,One of the Lines in the Coronal Spectrum.Preliminary Note”,Proc. Roy. Soc.,

58(Apr.25,1895):65-67)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研究）学会出版センター

（1976）所収．

W.Ramsay（奥野久輝訳･解説）「ヘリウム，ある種の鉱物の一気体成分（第一部）」（“Helium,a Gaseous
 

Constituent of certain Minerals.Part I”.Proc. Roy. Soc.,58(May2,1895):81-89)（日本化学会編)

『化学の原典9』（希ガスの発見と研究）学会出版センター（1976）所収．

W.Ramsay,J.N.Collie,M.Travers（奥野久輝訳･解説）「ヘリウム，ある種の鉱物の一成分」（“Helium,

a Constituent of certain Minerals”,Trans. Chem. Soc.,67(1895):684-701)（日本化学会編)『化学の原

典9』（希ガスの発見と研究）学会出版センター（1976）所収．

P.T.Cleve（奥野久輝訳･解説）「クレーブ石中のヘリウムの存在について」（“On the Presence of Helium
 

in Cleveite”,Chem. News,71(May3,1895):212)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研

究）学会出版センター（1976）所収．

W.Ramsay,J.N.Collie（奥野久輝訳･解説）「ヘリウムおよびアルゴンⅢ これらの元素の不活性を示す

諸実験」（“Helium and Argon.PartⅢ.Experiments which show the Inactivity of these Elements”,

Proc. Roy. Soc.,60(1896):53-56)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研究）学会出版セ

ンター（1976）所収．

W.Ramsay,J.N.Collie（奥野久輝訳･解説）「ヘリウムおよびアルゴンの均質性」（“The Homogeneity of
 

Helium and of Argon”,Proc. Roy. Soc.,60(1896):206-216)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガス

の発見と研究）学会出版センター（1976）所収．

W.Ramsay,M.W.Travers（奥野久輝訳･解説）「ヘリウムの均質性」（“The Homogeneity of Helium”,

Proc. Roy. Soc.,62(1898):316-324)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研究）学会出版

センター（1976）所収．

W.Ramsay（奥野久輝訳･解説）「ある未発見気体」（“An Undiscovered Gas”,Chem. News,76(Aug.20,

27,1897):91-93,97-99)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研究）学会出版センター

（1976）所収．
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W.Ramsay,M.W.Travers（奥野久輝訳･解説）「大気空気の一新成分について」（“On a new Constituent
 

of Atmospheric Air”,Proc. Roy. Soc.,63(1898):405-408)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの

発見と研究）学会出版センター（1976）所収．

W.Ramsay,M.W.Travers（奥野久輝訳･解説）「アルゴンの仲間について」（“On the Companions of
 

Argon”,Proc. Roy. Soc.,63(1898):437-440)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研究）

学会出版センター（1976）所収．

W.Ramsay,M.W.Travers（奥野久輝訳･解説）「アルゴンの同類元素の抽出およにネオンについて」

（“On the Extraction of the Companions of Argon and on Neon”,Chem. News,78(Sept.23,1898):

154-155)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研究）学会出版センター（1976）所収．

W.Ramsay（奥野久輝訳･解説）「最近発見された諸気体と，その周期律との関係について」（“Ueber die
 

neuerdings entdeckten Gase und ihre Beziehung zum periodischen Gesetz”,Ber.,31(1898):3111-

3121)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研究）学会出版センター（1976年）所収．

N.Bartlett（水町邦彦訳･解説）「ヘキサフルオロ白金（Ⅴ）酸キセノンXe［PtF］」（“Xenon Hexa-

fluoroplatinate(V)Xe［PtF］”,Proc. Chem. Soc.,218(1962))（日本化学会編『化学の原典9』（希ガ

スの発見と研究）学会出版センター（1976）所収．

H.H.Claassen,H.Selig,J.G.Malm（水町邦彦訳･解説）「四フッ化キセノン」（“Xenon Tetrafluoride”,

J. Amer. Chem. Soc.,84(1962):3593)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研究）学会出

版センター（1976）所収．

R.Hoppe,W.Dahne,H.Mattauch,K.M.Rodder（水町邦彦訳･解説）「キセノンのフッ素化」（“Fluor-

ierung von Xenon”,Angew. Chem,74(1962):903)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と

研究）学会出版センター（1976）所収．

J.J.Turner,G.C.Pimentel（水町邦彦訳･解説）「クリプトンのフッ化物：マトリックス隔離法による合

成」（“Krypton Fluoride:Preparation by the Matrix Isolation Technique”,Science,140(1963):974-

975)（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研究）学会出版センター（1976）所収．

奥野久輝「『希ガスの発見と研究』の解説」（日本化学会編)『化学の原典9』（希ガスの発見と研究）学会出

版センター（1976)，pp.203-208．

20 世 紀

カール･ホルダーマン（和田野基訳)『カール･ボッシュ：その生涯と業績』文陽社（1964)．

Tetu Hirosige,“The van den Broek Hypothesis,”Japanese Studies of  History of Science,No.10(1971):

143-162.

野副鉄男「研究回顧―トロポノイド化学のおいたち―」『化学史研究』第5号（1976)：1-11．

河原林泰雄「アメリカの化学史運動の一側面―Edgar Fahs Smithをめぐって―」『化学史研究』第6号

（1977年)：6-19．

木村健二郎「ハフニウムの発見とX線分光分析の創始」『化学史研究』第6号（1977)：1-5．

メンデルスゾーン（大島恵一訳)『絶対零度への挑戦：低温の世界を求めた科学のドラマ』講談社（1978)．

河原林泰雄「初期のアメリカ化学会化学教育部会の組織と活動（1)･(2)」『化学史研究』第9号（1979)：

1-8，第10号（1979)：27-38．

植村琢「UrbainとPerrin―フランス留学の思い出―」『化学史研究』第10号（1979)：1-4．
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菅原健「地球化学概念の内包と外延」『化学史研究』第15号（1981)：1-7．

立花太郎「化学からみたエネルギ―課外授業-2完-化学史とエネルギ-2-ソディと池田菊苗の場合（講

座)」『化学』37(2)（1982.02)．

徳元琴代「現代化学史をどう見るか」（山崎正勝･兵藤友博･奥山修平･大沼正則編著）『科学史：その課題

と方法』青木書店（1987)：172-193．

宮下晋吉「炉産業と高温の科学」（山崎正勝･兵藤友博･奥山修平･大沼正則編著）『科学史：その課題と方

法』青木書店（1987)：151-169．

岡本達明「合成化学労働の初期形態について」『化学史研究』第17巻（1990)：8-29．

シャルロッテ･ケルナー（平野卿子訳)『核分裂を発見した人：リーゼ･マイトナーの生涯』晶文社（1990)．

Chiyoko Fujisaki,“The Role of T.Heurlinger in the Development of Modern Visible Molecular
 

Spectropy”,Historia Scientiarum,1(1991):133-162.

高木俊夫「ウプサラのバイオ分離科学学派の研究史事始」『化学史研究』第19巻（1992)：205-211．

立花太郎「液晶研究の初期とその背景および現代化学への寄与」『化学史研究』第19巻（1992)：1-13．

ジョルジュ･ロシャク（宇田川博訳)『ルイ･ド･ブロイ：二十世紀物理学の貴公子』国文社（1995)．

梶雅範「イパーチエフ：祖国の運命に翻弄された化学者」『科学技術ジャーナル』（1997.6）30-43．

姜雄「放射性炭素による年代決定法を確立したウィラード･リビー」『科学技術ジャーナル』（1999.12)：

30-31．

梶雅範「ヴェルナツキー―科学者と国家」Science&Technology Journal(2001):46-47．

田畑米穂「私の放射線化学史」『放射線と産業』No.89（2001)，No.90-92（2001)，No.93-96（2002)，

No.97-99（2003)，No.101-103（2004)，No.105･106（2005)．

松下至『クロマトグラフィーの創始者 M.S.ツウットの生涯と業績』恒星社厚生閣（2002)．

R.L.サイム（鈴木淑美訳)『リーゼ･マイトナー：嵐の時代を生き抜いた女性科学者：1878-1968』シュプ

リンガー･フェアラーク東京（2004)．

原 子 構 造

A.L.Parson（藤崎千代子訳･解説)「磁子説による原子構造論」『化学史研究』第1号（1974)：42-49，第

4号（1975)：34-47．

物理学史研究刊行会編『原子構造論』（物理学古典論文叢書10）東海大学出版会（1969)．

内容：原子の核-惑星構造＝La structure nucleo-planetaire des atomes/Jean Perrin［著］；八木江里

訳；円軌道をえがく粒子（電子）系の磁気的性質＝The magnetic properties of systems of corpuscles
 

describing circular orbits/J.J.Thomson［著］；後藤順子訳；線および帯スペクトルと放射能現象を示

す粒子（電子）系の運動＝Kinetics of a system of particles illustrating the line and the band spectrum
 

and the phenomena of radioactivity/長岡半太郎著；八木江里訳；原子の構造について＝on the struc-

ture of the atom /J.J.Thomson［著］；後藤順子訳；磁気原子場と系列スペクトル＝Magnetische
 

Atomfelder und Serienspektren/Walther Ritz［著］；井田幸次郎訳；Planckの輻射法則の電気力学的

な意義および電気素量と水素原子の大きさに関する新しい決定について＝Uber die elektrodynamische
 

Bedeutung des Planck’schen Strahlungsgesetzes und uber eine neue Bestimmung des elektrischen
 

Elementarquantums und der Dimensionen des Wasserstoffatoms/A.E.Haas［著］；井田幸次郎訳；

黒体輻射の法則の基礎について＝Uber die Begrundung des Gesetzes der schwarzen Strahlung/Max
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Planck［著］；井田幸次郎訳；原子および分子の構造について＝On the constitution of atoms and mole-

cules/Niels Bohr［著］；後藤鉄男訳；長岡-Schott論争 /G.A.Schott，長岡半太郎［著］；八木江里訳

物理学史研究刊行会編『放射能』（物理学古典論文叢書7）東海大学出版会（1970)．

内容：新しい型の放射線について＝Ueber eine neue Art von Strahlen/W.C.Rontgen［著］；木村豊

訳；Rontgen線にさらされた気体中の電気の通過について＝On the passage of electricity through gases
 

exposed to Rontgen rays/J.J.Thomson and E.Rutherford［著］；萱沼和子訳；りん光によって発せら

れる放射について＝Sur les radiations emises par phosphorescence/H.Becquerel［著］；西尾成子訳；

りん光体によって発せられる不可視放射について＝Sur les radiations invisibles emises par les corps
 

phosphorecents/H.Becquerel［著］；西尾成子訳；金属ウランからの新放射の放出＝Emission de rad-

iations nouvelles par l’uranium metallique/H.Becquerel［著］；西尾成子訳；ウランおよびトリウムの

化合物から出る放射線＝Rayons emis par les composes de l’uranium et du thorium/M.Curie［著］；

西尾成子訳；ピッチブレンドに含まれる新放射性物質について＝Sur une substance nouvelle radio-

active,contenue dans la pechblende/M.Curie et P.Curie［著］；西尾成子訳；放射性新物質とその放

射線＝Les nouvelles substances radioactives et les rayons qu’elles emettent/M.Curie et P.Curie

［著］；小川和成訳；放射能の原因と本性＝The cause and nature of radioactivity/E.Rutherford and F.

Soddy［著］；江渕文昭訳；放射性変化＝Radioactive change/E.Rutherford and F.Soddy［著］；萱沼

和子訳；ラジウム塩によって自然に発散される熱について＝Sur la chaleur degagee spontanement par
 

les sels de radium/P.Curie et A.Laborde［著］；西尾成子訳；α粒子の電荷と本性＝The charge and
 

nature of theαparticle/E.Rutherford and H.Geiger［著］；江渕文昭訳；放射性物質からのα粒子の

本性＝The nature of theαparticle from radioactive substances/E.Rutherford and T.Royds［著］；

萱沼和子訳；放射性元素と周期律＝The radio-elements and the periodic law/F.Soddy［著］；西尾成

子訳；放射性元素と周期律＝The radio-elements and the periodic law/F.Soddy［著］；西尾成子訳

西尾成子「α線と原子核」『科学史研究』第Ⅱ期No.76（1965)．

Eri Yagi,“The Development of Nagaoka’s Saturian Atomic Model I―Dispersion on Light―(1905)-”,

Japanese Studies in the History of  Science,No.6(1967):19-25.

ジョージ･P.トムソン（伏見康治訳)『J.J.トムソン：電子の発見者』河出書房新社（1969)．

Eri Yagi,“The Development of Nagaoka’s Saturianian Atomic Model II(1904-05)―Nagaoka’s Theory
 

of the Structure of Matter”,Japanese Studies in the History of  Science,No.11(1972):73-89.

藤崎千代子「Langmuir原子論への新しいアプローチ―8隅説形成に果たした結晶構造の役割―」『科学史研

究』第Ⅱ期No.107（1973)．

Eri Yagi and Tosaku Kimura,“A Stastical Approach to Nagaoka’s Research in Spectroscopy”,Japanese
 

Studies in the History of  Science,No.12(1973):93-97.

大沼正則「化学結合論における物理的方法と化学的方法について―LewisとBohrを中心に―」『化学史研

究』第1号（1974)：31-37．

奥野久輝「放射性アイソトープの発見と研究」『化学史研究』第12号（1980)：1-9．

藤崎千代子「P.Drudeの分散理論と原子模型（Ⅱ)―その受容過程（1904～1913年)―」『科学史研究』［第

Ⅱ期］第20巻（No.137)（1981)．

宮下晋吉「J.J.Thomsonと気体放電研究（1880～1895年）―物質の運動形態･構造形態と電子の発見―

（「電子の発見」の研究，第Ⅰ部）」『科学史研究』［第Ⅱ期］第20巻（No.137)（1981)．
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宮下晋吉･板倉聖宣他「J.J.ThomsonのX線研究（1896年)―電子の発見の歴史的契機―(「電子の発見」

の研究，第Ⅱ部）」『科学史研究』［第Ⅱ期］第20巻（No.138)（1981)．

宮下晋吉･石山洋他「J.J.Thomsonの陰極研究（1896～97年）（Ⅱ)―イオンから電子へ，現代的構造形態

へ―(「電子の発見」の研究，第Ⅲ部）」『科学史研究』［第Ⅱ期］第20巻（No.140)（1981)．

宮下晋吉「‘X線の発見’と実験･技術･社会（Ⅰ)―T.Kuhnらの科学的発見論の検討」『科学史研究』［第

Ⅱ期］第21巻（No.143)（1982)．

宮下晋吉「‘X線の発見’と実験･技術･社会（Ⅱ)―1890～95年代の ‘Strahlen’研究の展開―」『科学史研

究』［第Ⅱ期］第21巻（No.144)（1982)．

藤崎千代子「赤外帯スペクトルの起源に関する研究の歴史，1880～1920（Ⅰ)（1880～1911)」，『科学史研

究』［第Ⅱ期］第22巻（No.145)（1983)．

藤崎千代子「赤外帯スペクトルの起源に関する研究の歴史，1880～1920（Ⅱ)（1912～1920）」『科学史研究』

［第Ⅱ期］第22巻（No.146)（1983)．

宮下晋吉「‘X線の発見’と実験･技術･社会（Ⅲ)―科学的発見における偶然と必然」『科学史研究』［第Ⅱ

期］第22巻（No.145)（1983)．

川合葉子「X線の粒子理論と結晶構造」『科学史研究』［第Ⅱ期］第23巻（No.149)（1984)．

奥山修平「原子構造論を確証したJ･フランクの実験」Science & Technology Journal（2002.2)：44-45．

ボ ー ア

N.ボーア（菅井準一ら訳)『著作集』（世界大思想全集，社会･宗教･科学思想篇35）河出書房新社

（1960)．

N.ボーア［ほか］（林一訳編)『アインシュタインとの論争』東京図書（1969)．

N.Bohr（奥野久輝訳･解説）「原子の構造」（“The Structure of the Atom”,Nature,112(1923):Supple-

ment,30-44)（日本化学会編)『化学の原典8』（元素の周期系）東京大学出版会（1976）所収．

ニールス･ボーア（玉木英彦ほか訳･解説)『国連への公開状：1950年6月9日』仁科記念財団No.29

（1988)．

ニールス･ボーア（井上健訳)『原子理論と自然記述』みすず書房（1990)．

ニールス･ボーア（山本義隆編訳)『因果性と相補性』（ニールス･ボーア論文集1）岩波文庫，1999．

ニールス･ボーア（山本義隆編訳)『量子力学の誕生』（ニールス･ボーア論文集2）岩波文庫，2000．

広重徹他「Bohrの原子構造論の起源」『科学史研究』第Ⅱ期No.71（1964)．

Sigeko Nisio,“The Role of the Chemical Considerations in the Development of Bohr Atom Model”,

Japanese Studies of  History of  Science,No.6(1967):26-40.

西尾成子「Bohr原子模型の発展における化学的考察の役割」『科学史研究』第Ⅱ期No.88（1968)．

ルース･ムーア（藤岡由夫訳)『ニールス･ボーア：世界を変えた科学者』河出書房（1968).

S.ハイゼンベルクら（中川毅訳)『ボーアと量子論』東京図書（1969)．

Tetu Hirosige and Sigeko Nisio,“The Genesis of the Bohr Atom Model and Planck’s Theory of
 

Radiation,”Japanese Studies of  History of  Science,No.8(1969):35-47.

ローゼンタール編（豊田利幸訳)『ニールス･ボーア：その友と同僚より見た生涯と業績』岩波書店（1970)．

西尾成子「化学史･常識のウソ（9）原子構造論の誕生とスペクトル：ボーアはバルマー公式を説明したか

ったのか」『化学と教育』35(6)（1987.12)．
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Mendel Sachs（原田稔･杉元賢治訳)『アインシュタインvsボーア：はてしない物理学の論争』丸善

（1991)．

西尾成子『現代物理学の父ニールス･ボーア：開かれた研究所から開かれた世界へ』中公新書（1993)．

日本物理学会編『アインシュタインとボーア：相対論･量子論のフロンティア』裳華房（1999)．

ラザフォード

J.ローランド（中村誠太郎ら訳)『ラザフォード：原子の開拓者』鱒書房（1956）．

エドワード･N.ダ･C.アンドレード（三輪光雄訳)『ラザフォード：20世紀の錬金術師』河出書房新社

（1967）．

カピッツァ（亀井理訳)『原子物理学の父･ラザフォードの思い出』中央公論社（1971）．

八木江里『ラザフォードと長岡半太郎』中央公論社（1971）．

T.J.トレン（島原健三訳)『自壊する原子：ラザフォードとソディの共同研究史』三共出版（1982）．

レントゲン

F.L.ネーエル（常木實訳)『レントゲン』天然社（1942，43)．

平野威馬雄『レントゲン：X線の発見者』ポプラ社（1953)．

瀬木嘉一『レントゲン先生の生涯』私家版（1966)．

瀬木嘉一『科学の使徒･レントゲン』Xレイ･ジャーナル（1971)．

山崎岐男『レントゲンの生涯：X線発見の栄光と影』富士書院（1986)．

小林敏雄『ゲーテとレントゲン：私のエッセイ集』檸檬社（1987)．

W.Robert Nitske（山崎岐男訳)『レントゲンの生涯：X線の発見者』考古堂書店（1989)．

山崎岐男『孤高の科学者W.C.レントゲン』医療科学社（1995)．

清水榮『レントゲン：その人と物理学の発展：レントゲンのX線発見100周年記念･京都フォーラム』京

都フォーラム･将来世代国際財団（1995)．

青柳泰司『レントゲンとX線の発見：近代科学の扉を開いた人』恒星社厚生閣（2000)．

大場覚『レントゲン博士の旅』日本シエーリング社（2001)．

マリー･キュリー

イレーヌ･キュリー（内山敏訳)『わが母マリー･キュリーの思い出』筑摩書房（1956)．

ロバート･リード（木村絹子訳）『キュリー夫人の素顔』共立出版（1975)．

フランソワーズ･ジルー（山口昌子訳)『マリー･キュリー』新潮社（1984)．

高木仁三郎『マリー･キュリーが考えたこと』岩波書店（1992)．

桜井邦朋『マリー･キュリー：激動の時代に生きた女性科学者の素顔』地人書館（1995)．

スティーヴ･パーカー（百々佑利子訳)『マリー･キュリー』岩波書店（1995)．

梶雅範「試練の中のノーベル化学賞受賞：マリー･キュリー」『科学技術ジャーナル』（1999.4)：30-31．

スーザン･クイン（田中京子訳)『マリー･キュリ』1･2，みすず書房（1999)．

リチャード･テームズ（内藤ゆかり訳)『マリー･キュリー：未来科学のとびらを開いた女性』国土社

（1999)．

川島慶子「変貌する聖女：マリー･キュリーと20世紀の女性科学者伝」『化学史研究』第28巻（2001)：
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145-162．

ポーリング

L.Pauling（小泉正夫訳･東健一解説）「化学結合の性質．量子力学および常磁性磁化率の理論から得られ

る結果の分子構造への応用」（“The Nature of the Chemical Bond.Application of Results obtained
 

from the Quantum Mechanics and from a Theory of Paramagnetic Susceptibility to the Structure of
 

Molecules”,J. Amer. Chem. Soc.,53(1931):1367-1400）（日本化学会編）『化学の原点1』（化学結合論

Ⅰ）学会出版センター（1975）所収．

L.Pauling（桐山良一訳･解説）「複雑なイオン結晶の構造を決定する原理」（“The Principles Determining
 

the Structure of Complex Ionic Crystals”,J. Amer. Chem. Soc.,51(1929):1010-1026）（日本化学会編）

『化学の原典3』（構造化学Ⅰ）学会出版センター（1974）所収．

L.Pauling（今堀和友訳･解説）「抗体の構造と生成過程についての一説」（“A Theory of the Structure
 

and Process Formation of Antibodies”,J. Amer. Chem. Soc.,62(1940):2643-2657)（日本化学会編)

『化学の原典4』（構造化学Ⅱ）学会出版センター（1974）所収．

L.Pauling,R.B.Corey and H.R.Branson（宮沢辰雄訳･解説）「タンパク質の構造：水素結合したポリペ

プチド鎖の2種のヘリックス構造」（“The Structure of Proteins:Two Hydrogen-bonded Helical Con-

figurations of the Polypeptide Chain”,Proc. Natl. Acad. Sci.,37(1951):205-211)（日本化学会編)『化

学の原典4』（構造化学Ⅱ）学会出版センター（1974）所収．

L.Pauling and R.B.Corey（宮沢辰雄訳･解説）「ポリペブチド鎖の2種のヘリックス構造の原子座標と構

造因子」（“Atomic Coordinates and Structure Factors for Two Helical Configurations of Polypeptide
 

Chains”,Proc. Natl. Acad. Sci.,37(1951):235-240)（日本化学会編)『化学の原典4』（構造化学Ⅱ）学

会出版センター（1974）所収．

ライナス･ポーリング（村田晃訳）『ライナス･ポーリングのビタミンCとかぜ，インフルエンザ』共立出

版（1977)．

ライナス･ポーリング（村田晃訳)『ポーリング博士の快適長寿学』平凡社（1987)．

L.ポーリング（村田晃訳)『ポーリング博士のビタミンC健康法』平凡社（1995)．

近藤敦「Paulingの共鳴理論の批判をめぐって」『科学史研究』第25号（1953)：6-11．

阿部裕子「Pauling化学結合論の形成について」『化学史研究』第12号（1980)：10-19．

Yuko Abe,“Pauling’s Revolutionary Role in the Development of Quantum Chemistry”,Historia
 

Scientiarum,No.20(1981):107-124.

村田晃『ライナス･ポーリングの八十三年』共立出版（1984)．

フローレンス･メイマン･ホワイト（多田舜保訳)『ライナス･ポーリング：二度のノーベル賞に輝いた科

学者･平和運動家』〔多田舜保〕（1986)．

Anthony Serafini（加藤郁之進監訳)『ライナス･ポーリング：その実像と業績』宝酒造（1994)．

菊地重秋「アイデアと反戦平和の人ライナス･ポーリング」『科学技術ジャーナル』（1997.4)：42-43．

テッド・ゲーツェル，ベン・ゲーツェル（石館康平訳）『ポーリングの生涯―化学結合･平和運動･ビタミ

ンC』朝日新聞社（1999)．
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フ ェ ル ミ

エンリコ･フェルミ＆ジェームス･チャドウイック（木村一治･玉木英彦訳)『中性子の発見と研究』大日

本出版（1950)．

ローラ･フェルミ（崎川範行訳)『原子力の父フェルミの生涯』法政大学出版局（1955)．

ローラ･フェルミ（崎川範行訳)『わが夫エンリコ･フェルミ：原子力時代を築いた人』法政大学出版局

（1966)．

ピエール･ド･ラティル（遠藤真二訳)『エンリーコ･フェルミ』河出書房新社（1969)．

エミリオ･セグレ（久保亮五･久保千鶴子訳)『エンリコ･フェルミ伝：原子の火を点じた人』みすず書房

（1976)．

ラウラ･フェルミ（崎川範行訳）『フェルミの生涯：家族の中の原子』法政大学出版局（1977)．

量 子 化 学

W.Heitler,F.London（大野公男訳･解説）「量子力学による中性原子の相互作用と等極結合」（“Wech-

selwirkung neutraler Atome und homoopolare Bindung nach der Quantenmechanik”,Z. Physik,44

(1927):455-472)（日本化学会編)『化学の原典1』（化学結合論Ⅰ）学会出版センター（1975）所収．

J.C.Slater（井早康正訳･解説）「分子のエネルギー準位と原子価結合」（“Molecular Energy Levels and
 

Valence Bonds”,Phys. Rev.,38(1931):1109-1144)（日本化学会編)『化学の原典1』（化学結合論Ⅰ）

学会出版センター（1975年）所収．

M.Born,R.Oppenheimer（坪井正道･平川暁子訳･解説）「分子の量子論について」（“Zur Quantentheorie
 

der Molekeln”,Ann. Physik,84(1927):457-484)（日本化学会編)『化学の原典2』（化学結合論Ⅱ）学

会出版センター（1975）所収．

R.S.Mulliken（田仲二朗訳･解説）「分子内の電子の量子数の決定（第一報）」（“The Assignment of
 

Quantum Numbers for Electrons in Molecules.I”,Phys. Rev.,32(1928):186-222)（日本化学会編)『化

学の原点2』（化学結合論Ⅱ）学会出版センター（1975）所収．

J.E.Lennard-Jones（中島威訳･解説）「二，三の二原子分子の電子構造」（“The Electronic Structure of
 

Some Diatomic Molecules”,Trans. Faraday Soc.,25(1929):668-686)（日本化学会編)『化学の原典2』

（化学結合論Ⅱ）学会出版センター（1975）所収．

E.Huckel（米澤貞次郎訳･解説）「ベンゼン問題への量子論的寄与（第一報）」（“Quantentheoretische
 

Beitrage zum Benzolproblem.I.Die Elektronenkonfiguration des Benzols und verwandter Verbindun-

gen”,Z. Physic,70(1931):204-262)（日本化学会編)『化学の原典2』（化学結合論II）学会出版センタ

ー（1975）所収．

H.Eyring（田丸謙二訳･解説）「水素とハロゲンとの二分子反応における活性化エネルギーの量子力学的計

算」（“The Energy of Activation for Bimolecular Reactions involving Hydrogen and the Halogens,

According to the Quantum Mechanics”,J. Am. Chem. Soc.,53(1931):2537-2549)（日本化学会編)『化

学の原典5』（反応速度論）学会出版センター（1975）所収．

田辺振太郎「量子化学への動きはじめについて」『化学史研究』第2号（1974)：3-10．

東健一「量子化学50年の進歩―有機電子説の発展への寄与―」『化学史研究』第6号（1977)：29-32．

丹羽淳「分子軌道法への大型コンピュータの導入と有機化学方法論の新しい展開」『化学史研究』第42号

（1988年)：21-28．
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菊地重秋「芳香族7員環化合物と量子力学―ヒュッケル則の初の検証とその影響―」『科学史研究』［第Ⅱ

期］第29巻（No.174)（1990)．

構 造 化 学

W.Friedrich,P.Knipping and M.Laue（桐山良一訳･解説）「レントゲン線による干渉現象」

（“Interferenz-Erscheinungen bei Rontgenstrahlen”,Ann. Physik,41(1913):971-988)（日本化学会編)

『化学の原典3』（構造化学Ⅰ）学会出版センター（1974）所収．

W.H.Bragg and W.L.Bragg（桐山良一訳･解説）「結晶によるX線の反射」（“The Reflection of X-

rays by Crystals”,Proc. Roy. Soc.,88A (1913):428-438)（日本化学会編)『化学の原典3』（構造化学

Ⅰ）学会出版センター（1974）所収．

I.Nitta（桐山良一訳･解説）「ペンタエリトリトールの結晶構造について」（“On the Crystal Structure of
 

Penta-erythritol”,Bull. Chem. Soc. Japan,1(1926):62-63)（日本化学会編)『化学の原典3』（構造化学

Ⅰ）学会出版センター（1974）所収．

P.Debye（久保昌二訳･解説）「誘電体の動的理論の結論」（“Einige Resultate einer kinetischen Theorie
 

der Isolatoren”,Physik. Z.,13(1912):97-100)（日本化学会編)『化学の原典3』（構造化学Ⅰ）学会出版

センター（1974）所収．

J.Errera（久保昌二訳･解説）「有機化合物の電気分極，幾何異性と位置異性」（“Die elektrischen Polar-

isationen einiger Kohlenstoffver-bindungen:Geometrische und Stellungs-Isomeren”,Physik. Z.,27

(1926):764-769)（日本化学会編)『化学の原典3』（構造化学Ⅰ）学会出版センター（1974）所収．

S.Mizushima（東健一訳･解説）「電波の異常分散と吸収について」（“On the Anomalous Dispersion and
 

Absorption of Electric Waves”,Bull. Chem. Soc. Japan,1(1926):47-53)（日本化学会編)『化学の原典

3』（構造化学Ⅰ）学会出版センター（1974）所収．

C.V.Raman and K.S.Krishnan（森野米三訳･解説）「新しいタイプの二次放射」（“On the New Types of
 

Secondary Radiation”,Nature,121(1928):501-502)（日本化学会編)『化学の原典3』（構造化学Ⅰ）学

会出版センター（1974）所収．

P.Debye,L.Bewilogua und F.Ehrhardt（朽津耕三訳･解説）「単独の分子によるX線の散乱（予報）」

（“Zerstreuung von Rontgenstrahlen an einzelnen Molekeln”,Physik. Z.,30(1929):84-87)（日本化学

会編)『化学の原典3』（構造化学Ⅰ）学会出版センター（1974）所収．

H.Mark und R.Wierl（朽津耕三訳･解説）「蒸気流での電子の回折による分子構造の研究」（“Die Ermitt-

lung von Molekulstrukturen durch Beugung von Elektronen an einem Dampfstrahl”,Z. Elektrochem.,

36(1930):675-676)（日本化学会編)『化学の原典3』（構造化学Ⅰ）学会出版センター（1974）所収．

J.D.Bernal and R.H.Fowler（菅宏･関集三訳･関集三解説）「水およびイオン水溶液の理論，とくに水

素イオンと水酸基イオンに準拠して」（“A Theory of Water and Ionic Solution,with Particular Refer-

ence to Hydrogen and Hydroxyl Ions”,J. Chem. Phys.,1(1933):515-548)（日本化学会編)『化学の原

典3』（構造化学Ⅰ）学会出版センター（1974）所収．

S.Mizushima,Y.Morino and K.Higasi（児島邦夫訳･解説）「自由回転に関連してのラマン効果と双極子

モーメント（第一報）」（“Raman Effect and Dipole Moment in Relation to Free Rotation.I.”,Sci.

Papers. Inst. Phys. Chem. Res.,25(1934):159-221)（日本化学会編)『化学の原典4』（構造化学Ⅱ）学会

出版センター（1974）所収．
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O.Bastiansen and O.Hassel（児島邦夫訳･解説）「シクロヘキサン誘導体の分離できない立体異性形間の

平衡」（“Equilibrium between Non-separable Stereo-isomeric Forms of Cyclohexane Derivatives”,

Tids. Kjemi. Bergvesen Met.,8(1946):96-97)（日本化学会編)『化学の原典4』（構造化学Ⅱ）学会出版

センター（1974）所収．

E.Bright Wilson,Jr.,and J.B.Howard（広田栄治訳･解説）「多原子分子の振動回転エネルギー準位（第

一報）半剛体非対称コマ分子の数学的理論」（“The Vibration-Rotation Energy Levels of Polyatomic
 

Molecules.I.Mathematical Theory of Semirigid Asymmetrical Top Molecules”,J. Chem. Phys.,4

(1936):260-268)（日本化学会編)『化学の原典4』（構造化学Ⅱ）学会出版センター（1974）所収．

B.Bright Wilson,Jr.（島内武彦訳･解説）「分子の固有振動数のための展開永年方程式を得る方法」（“A
 

Method of Obtaining the Expanded Secular Equation for the Vibration Frequencies of a Molecule”,

J. Chem. Phys.,7(1939):1047-1052)（日本化学会編)『化学の原典4』（構造化学Ⅱ）学会出版センター

（1974）所収．

島内武彦「多原子分子の基準振動の研究（第一報）メタン誘導体分子の基準振動の一般的とり扱い」（『理化

学研究所彙報』21（1941)：825-833)（日本化学会編)『化学の原典4』（構造化学Ⅱ）学会出版センター

（1974）所収．

M.Goeppert-Mayer and A.L.Sklar（馬場宏明訳･解説）「ベンゼンの低い励起準位の計算」（“Calcula-

tions of the Lower Excited Levels of Benzene”,J. Chem. Phys.,6(1938):645-652)（日本化学会編)

『化学の原典4』（構造化学Ⅱ）学会出版センター（1974））所収．

R.S.Mulliken（坪村宏訳･解説）「分子化合物とそのスペクトル」（“Molecular Compounds and their
 

Spectra.II.”,J. Amer. Chem. Soc.,74(1952):811-824)（日本化学会編)『化学の原典4』（構造化学Ⅱ）

学会出版センター（1974）所収．

水島三一郎「分子科学（構造化学）の始まった頃」『化学史研究』第3号（1975)：1-3．

中垣良一「透明純液体の可視部吸収帯の発見と高振動励起状態の化学」『化学史研究』第18号（1982)：17-

19．

川井雄「非化学量論化合物の展開―原子価制御理論を中心に―」『化学史研究』第30号（1985)：47-56．

中島三喜男「アミノトリアリジン化合物の構造化学」『化学史研究』第30号（1985)：31-46．

川井雄「常磁性緩和―核磁気共鳴への発展―」『化学史研究』第39号（1987)：77-85．

山寺秀雄「配位結合の理論の変遷」『化学史研究』第21巻（1994)：219-233．

触媒･界面化学

J.A.Christiansen（安盛岩雄訳･解説）「水素と臭素との間の反応について」（“On the Reaction between
 

Hydrogen and Bromine”,Det. Kgl. Danske Vid. Selskab.,Math. Medd.,I(1919):14,1-19)（日本化学

会編)『化学の原典6』（化学反応論）学会出版センター（1976）所収．

J.N.Bronsted,Kai Pedersen（田部浩三訳･解説）「ニトロアミドの触媒による分解とその物理化学的意

義」（“Die katalytische Zersetzung des Nitramids und ihre physikalisch-chemische Bedeutung”,Z.

Physik. Chem.,A108(1924):185)（日本化学会編)『化学の原典6』（化学反応論）学会出版センター

（1976）所収．

F.A.Lindemann（天野杲訳･解説）「化学作用に関する輻射説」（“Discussion on“The Radiation Theory
 

of Chemical Action”,Trans. Faraday Soc.,17(1922):598-599)（日本化学会編)『化学の原典6』（化学
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反応論）学会出版センター（1976）所収．

H.Beutler,M.Polanyi（土屋荘次訳･解説）「単一管中の炎．反応機構の暫定的解析．反応速度と発光過

程」（“Uber hochverdunnte Flammen.I.Flammen im einfachen Rohr.Vorlaufige Analyse des Rea-

ktionsmechanismus.Reaktionsgeschwindigkeit,Leuchtvorgang”,Z. physik. Chem.,B1(1928):3-23)

（日本化学会編)『化学の原典6』（化学反応論）学会出版センター（1976）所収．

M.G.Evans,M.Polanyi（森川陽･慶伊富長訳･解説）「化学反応の慣性と推進力」（“Inertia and Driving
 

Force of Chemical Reactions”,Trans. Faraday Soc.,34(1938):11-24)（日本化学会編)『化学の原典6』

（化学反応論）学会出版センター（1976）所収．

J.Horiuti,M.Ikusima（延与三知夫･慶伊富長訳･解説）「白金水素電極反応の機作」（“The Mechanism
 

of the Hydrogen Electrode Process on Platinum”,Proc. Imp. Acad. Japan,15(1939):39-44)（日本化

学会編)『化学の原典6』（化学反応論）学会出版センター（1976）所収．

H.S.Taylor（田丸謙二訳･解説）「触媒表面の理論」（“A Theory of the Catalytic Surface”,Proc. Roy.

Soc.,A108(1925):105)（日本化学会編)『化学の原典6』（化学反応論）学会出版センター（1976）所

収．

玉虫文一「界面化学への道―片山正夫教授生誕100年にちなんで―」『化学史研究』第8号（1978)：1-6．

川井雄「金属触媒作用についてのテーラーの活性中心説」『化学史研究』第23号（1983)：75-82．

ラングミュア

I.Langmuir（田中虔一訳･解説）「表面における化学反応」（“Chemical Reaction on Surfaces”,Trans.

Faraday Soc.,17(1921):607-620)（日本化学会編)『化学の原典6』（化学反応論）学会出版センター

（1976）所収．

I.Langmuir（田中虔一訳･解説）「2CO＋O＝2CO および2H＋O＝2HOの反応における白金の触媒作

用機構」（“The Mechanism of the Catalytic Action of Platinum in the Reactions2CO＋O＝2CO and

2H＋O＝2HO”,Trans. Faraday Soc.,17(1921)621-654)（日本化学会編)『化学の原典6』（化学反応

論）学会出版センター（1976）所収．

Irving Langmuir（立花太郎訳･解説）「固体および液体の構造と基本的な性質 第1部 固体」（“The
 

Constitution and Fundamental Properties of Solids and Liquids.Part I.Solids”,J. Am. Chem. Soc.,38

(1916):2221-2295)（日本化学会編)『化学の原典7』（界面化学）（学会出版センター（1975）所収．

Irving Langmuir（福田清成訳･解説）「固体および液体の構造と基本的な性質 第2部 液体」（“The
 

Constitution and Fundamental Properties of Solids and Liquids.II.Liquids”,J. Am. Chem. Soc.,39

(1917):1848-1906)（日本化学会編)『化学の原典7』（界面化学）学会出版センター（1975）所収．

アルバート･ローゼンフェルド（兵藤申一･兵藤雅子訳)『ラングミュア伝：ある企業研究者の生き方』ア

グネ（1978)．

中川正澄「企業の研究者アービング･ラングミュア」『化学史研究』第27号（1984)：68-74．

有機電子論

G.N.Lewis（竹林松二訳･解説）「原子と分子」（“The Atom and the Molecule”,J. Amer. Chem. Soc.,38

(1916):762-785)（日本化学会編)『化学の原典12』（有機電子説）学会出版センター（1976）所収．

R.Robinson（竹林松二訳･解説）「有機化学反応の過程に関する電子説の概要」（“Outline of an Electro-
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chemical(Electronic)Theory of the Course of Organic Reactions”,Two Lectures on an‘Outline of
 

an Electrochemical(Electronic)Theory of the Course of Organic Reactions’,The Institute of
 

Chemistry of Great Britain and Ireland,London(1932))（日本化学会編)『化学の原典12』（有機電子

説）学会出版センター（1976）所収．

C.K.Ingold（井畑敏一訳･解説）「有機反応に関する電子説の諸原理」（“Principles of an Electronic The-

ory of Organic Reactions”,Chem. Rev.,15(1934):225-274)（日本化学会編)『化学の原典12』（有機電

子説）学会出版センター（1976）所収．

竹林松二「『有機電子説』の解説」（日本化学会編)『化学の原典12』（有機電子説）学会出版センター

（1976），pp.149-154．

徳元琴代「有機電子論史-1-R.Robinsonにおける有機電子論形成過程について」『科学史集刊』通号9号

（1976)．

徳元琴代「R.Robinsonによる有機電子論の歴史的役割について」『科学史研究』［第2期］通号162号

（1987)．

高分子化学

スタウディンガー（小林義郎訳）『研究回顧―高分子化学への道―』岩波書店（1966）．

井本稔『ナイロンの発見』高分子化学刊行会（1960）．

垣内弘「人物･プラスチック技術史-6-「ナイロンの発見」と「有機電子論」と井本稔」『工業材料』30(6)

（1982.06)．

Yasu Furukawa,“Hermann Staudinger and the Emergence of the Macromolecular Concept”,Historia
 

Scientiarum,No.22(1982):1-18.

古川安「巨大分子からナイロン発見へ―科学者カローザスの軌跡」『科学と実験』（1983）8月号：14-48，9

月号：46-49，10月号：34-38，11月号：55-58，12月号：28-32．

古川安「高分子化学の成立史」『科学史研究』150号（1984)：88-95．

田中穆「H.Staudinger―門によるポリオキシメチレンの研究について―高分子化学開拓史の一断面―」『化

学史研究』第37号（1986)：169-185．

和田武「Harries-Picklesゴム構造論争」『化学史研究』（Ⅰ）第38号（1987)：16-28，（Ⅱ）第39号

（1987)：49-60．

鶴田四郎『熱硬化性樹脂化学史』日立化成工業（1990)．

田中穆「高分子概念論争―巨大分子説 vs.ミセル説（現代化学論争―論争は新しい化学を創造する 特集>)

―(化学の有名な論争―論争が残したものは？)」『化学』46(1)（1991.01)．

木岡護･広瀬敬治･柏典夫「チーグラー触媒によるポリエチレンの製造法」『化学史研究』，第19巻

（1992)：40-49．

田中穆「H.Staudingerの研究とドイツ高分子化学工業の誕生―Staudingerのゴムに関する研究と合成ゴム

への道―(その1)･(その2）」『化学史研究』第19巻（1992)：172-187，247-261．

田中穆「H.Staudingerの研究とドイツ高分子化学工業の誕生―ポリ酢酸ビニルの研究開発をめぐる

Staudingerとドイツ化学工業界の人たち」『化学史研究』第20巻（1993)：243-258．

古川安「シュタウディンガーの科学活動と政治的葛藤」『化学史研究』第20巻（1993)：1-19．

古川安「化学研究におけるアメリカニズム」『岩波講座･現代思想11，精密科学の思想』岩波書店（1995），
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pp.291-315．

梶雅範「ナイロンの発明者カローザス―産業界の科学者のジレンマ―」『科学技術ジャーナル』（1996.10)：

52-53．

田中穆「H.Staudingerの研究とドイツ高分子化学工業の誕生―ポリスチロールおよびポリ塩化ビニルの工

業化に至るまで（その1）（その2）」『化学史研究』第23巻（1996)：1-14，147-166．

竹内敬人「エミール･フィッシャーと高分子説（特集 高分子の科学と技術のあゆみ)」『高分子』47(1)

（1998.01)．

田中穆「H.Staudingerの研究とドイツ高分子化学工業の誕生：Staudingerおよびドイツ化学工業界の化学

者たちによるポリインデン，ポリイソブチレン，ポリアクリレート等の重合物に関する研究開発」『化学

史研究』第25巻（1998)：177-194．

岩倉義男「わが研究回想：ポリウレタン系合成繊維ポルランを創る」『化学史研究』第27巻（2000)：42-

46．

井上尚之『ナイロン発明の衝撃―ナイロンが日本に与えた影響』関西学院大学出版会（2006)．

古川安「高分子化学から分子生物学へ―学問間の歴史的連関をめぐって―」『人間科学研究』（日本大学生物

資源科学部）No.3（2006)：1-16．

ノーベル賞

中村誠太郎･小沼通二編『ノーベル賞講演物理学①～ 』講談社（1978-1980)．

世界最良書普及会編『ノーベル傳：世界的偉人ダイナマイト王』世界最良書普及会（1909)．

西澤勇志智『ノーベル兄弟』朝日新聞社（1941)．

R.ゾールマン･H.シュック（菊池武一訳)『大ノーベル傳』東峰書房（1942)．

槇尾榮『ノーベル傳』冨山房（1942)．

高橋清『ノーベル物理化學賞：人とその業績』北隆館（1950)．

沢田謙『ノーベル：世界文化の恩人』偕成社（1955)．

ニルス･コー･ストーレ『アルフレド･ノベールとノベール賞』ノベール財団（1960)．

近藤釧三『ノーベル』ポプラ社（1969)．

イーディス･パターソン･メイヤー（河田智雄訳)『ダイナマイトと平和：ノーベル』学習研究社（1973)．

T.I.ウィリアムズ（崎川範行訳)『ノーベル：ダイナマイトの発明者』東京図書（1978)．

中島都美子『ノーベル』フレーベル館（1979)．

大野進『ノーベル』ぎょうせい（1980)．

大野進『ノーベル：人類に進歩と平和を』講談社（1983)．

三宅恵子『ノーベル：平和を愛した科学者』教会新報社（1983)．

N.ウェイド（丸山工作･林泉訳)『ノーベル賞の決闘』岩波書店（1984)．

ノーベル賞人名事典編集委員会編『ノーベル賞受賞者業績事典』日外アソシエーツ（1994）．

ケンネ･ファント（服部まこと訳)『アルフレッド･ノーベル伝：ゾフィーへの218通の手紙から』新評論

（1996)．

丸山工作編『ノーベル賞ゲーム：科学的発見の神話と実話』岩波書店（1998)．

谷田和一郎『ノーベル化学賞：物質の謎を解明した人びと』ポプラ社（2003)．

山口真「C.V.ラマン「ラマン効果」の発見でアジア初のノーベル物理学賞を受賞」Science & Technology
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Journal（2001.11)：44-45．

DNA構造

ジェームス･D.ワトソン（江上不二夫，中村桂子訳）『二重らせん：DNAの構造を発見した科学者の記録』

タイムライフインターナショナル（1968)．

フランシス･クリック（中村桂子訳)『熱き探究の日々―DNA二重らせん発見者の記録』ティビーエス･

ブリタニカ（1989)．

アン･セイヤー（深町真理子訳）『ロザリンド･フランクリンとDNA：ぬすまれた栄光』草思社（1979)．

T.ハワード，J.リフキン（磯野直秀訳）『遺伝工学の時代―誰が神に代わりうるか―』岩波書店（1979)．

ジェームス･D･ワトソン（中村桂子･江上不二夫訳)『二重らせん』講談社（1986)．

E.シャルガフ（村上陽一郎訳）『ヘラクレイトスの火：自然科学者の回想的文明批判』岩波書店（1980)．

F.H.ポートガル & J.S.コーエン（杉野義信･杉野菜保野訳)『DNAの一世紀』全2冊，岩波書店

（1980)．

ロバート･オルビー（長野敬訳)『二重らせんへの道 上―分子生物学の成立（1)』，（道家達将･木原弘二

訳)『二重らせんへの道 下>―DNA構造の発見』紀伊國屋書店（1982･1996)．

篠原兵庫『生命科学の先駆者―ホプキンス，ワールブルク，サムナー―』講談社（1983)．

E.ビュンニング（田沢仁他訳)『ヴィルヘルム･ペッファー：分子生理学の先駆者：現代に生きるその研究

と洞察』学会出版センター（1988)．

J.D.ワトソン他（今成啓子他訳)『遺伝子の分子生物学』上･下巻，トッパン（1990)．

ジョイス･ボールドウィン（寺門和夫訳)『ジェームス･ワトソン：DNAのパイオニア』ニュートンプレ

ス（2000)．

ジェイムズ･D･ワトソン（大貫昌子訳)『ぼくとガモフと遺伝情報：ワトソン博士が語るDNAパラダイ

ム誕生の舞台裏』白揚社（2004)．

モーリス･ウィルキンズ（長野敬･丸山敬訳)『二重らせん第三の男』岩波書店（2005)．

マドックス（福岡伸一監訳･鹿田昌美訳）『ダークレディと呼ばれて―二重らせん発見とロザリンド･フラ

ンクリンの真実―』化学同人（2005）．

ジェームス･D･ワトソン＆アンドリュー･ベリー（青木薫訳)『二重らせんの発見からヒトゲノム計画ま

で』講談社（2005)．

化学技術史

フリッツ･ハーバー（田丸節郎訳)『ハーバー博士講演集：国家と学術の研究』岩波書店（1931)．

小林良正『石鹼の歴史』河出書房（1943)．

山崎俊雄「近代化学技術の一成立過程―漂白業の革命と酸･アルカリ生産技術」『科学史研究』第12号

（1949)：10-17．

岡本洋三「高分子化学形成の技術的背景」第33号（1955)：22-28．

鎌谷親善「高分子生産と高分子化学―その連関と統一にたいする過程―」『科学史研究』第49号（1959)：

12-19．

鎌谷親善「高分子化学技術の発展とその特徴」『科学史研究』第53号（1966)：16-23．

Heizo Nambo,“Who Invented the Explosives?”,Japanese Studies of  History of  Science,No.8(1969):
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49-98.

K･ウィンナッカー（児玉信次郎･関英夫･向井幸雄訳）『化学工業に生きる』鹿島出版会（1974)．

L.F.ハーバー（水野五郎訳)『近代化学工業の研究：その技術･経済史的分析』北海道大学図書刊行会

（1977)．

素木洋一『セラミックスの技術史』技報堂出版（1984）．

中川鶴太郎『ゴム物語』大月書店（1984)．

L.F.ハーバー（鈴木治雄監修，佐藤正弥･北村美都穂訳）『世界巨大化学企業形成史』日本評論社（1984)．

寺田裕「高圧法ポリエチレン―その発見と開発の歴史―」『化学史研究』第18巻（1991)：221-231．

佐伯康治「合成ゴムの技術とその工業」『化学史研究』第19巻（1992)：267-281．

川合智「硝酸製造技術の歴史―工業物理化学の視点から―」『化学史研究』第20巻（1993)：259-282．

慈道裕治「資本主義発達と化学工学史―化学工業の発達と科学･技術の関連をめぐって」『科学史研究』［第
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金子務「科学史の風雲児たち」(25)～(最終回）『歴史読本』50(1)～(12）（2005) 各回の内容：宇田川

，国友一貫斎，本木昌造，シドッチ，田中久重，木村兼霞堂，河村瑞賢，山片蟠桃，林子平，橋本左

内，玉川兄弟，前野良沢．

川崎勝「ひとつの史料論として―福沢諭吉「書簡」と『時事新報』（1）」『南山経済研究』19(3）（通号

52)：413～421（2005.3）．
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化学会共催行事『化学アーカイブズ小委員会春季年会』のお知らせ

日 時：平成19年3月28日（水） 13時～16時55分

会 場：関西大学千里キャンパス（吹田市山手町3-3-35）

主 催：日本化学会・同化学教育協議会・化学史学会ほか

協 賛：大阪市立科学館・島津創業記念資料館ほか

参加費：無料

プログラム

総合司会 伊藤 卓（日本化学会化学教育協議会議長/横浜国立大学名誉教授）

※開会挨拶・紹介（13：00～13：15）「日本化学会化学アーカイブズ事業のいま，これから」

植村榮（日本化学会化学教育協議会化学アーカイブズ小委員会委員長/京都大学名誉教授・岡山理科大学

教授）

※講 演（一般市民公開講座）

1.「日本の化学を始めた人々」（13：15～14：05）（仮題）

芝哲夫（大阪大学名誉教授・蛋白質研究奨励会ペプチド研究所所長）

2.「日本の女性化学者教育の夜明け」（14：05～14：55）（仮題）

蟻川芳子（日本女子大学副学長）

3.「日本の化学技術は如何に発展してきたか」（仮題）（15：05～15：55）

上仲博（元住友化学(株)）

4.「人材養成は日本の将来に如何に大切か：化学者の一視点」（仮題）（15：55～16：45）

山本明夫（東京工業大学名誉教授）

※閉会挨拶（16：45～16：50）

この度『化学史研究』第33巻3号におきまして表紙2，と表紙3の印刷が入れ替わるという不手際

により，読みにくい雑誌となりましたこと深くお詫び申し上げます．

日頃より『化学史研究』の作成につきましては，充分なる注意を持って行っているところでございま

すが，この度面付けミスが発生し誠に申し訳ありませんでした．二度とこのようなミスの発生すること

がなきようチェック体制を強化し再発防止に努めますので，今回に限り，ご寛容賜りますようお願い申

し上げます．

中央印刷株式会社
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編 集 後 記

まず会員，読者の皆さんにおわびしなければなりませ
ん．前第3号は印刷をお願いしている中央印刷のミスで，
表紙2と表紙3の印刷が入れ替わってしまいました．し
かし実害は少ないとの編集委員会の判断でとくに刷り直
しの要求はしませんでした．中央印刷からは謝罪文をい
ただきましたので，本号に掲載しました．
2006年10月31日から12月21日まで約2ヶ月間，私

が勤務している東京工業大学に，ロシアのサンクト･ペ
テルブルク大学附属メンデレーエフ博物館文書館の館長
イーゴリ･セルゲーヴィチ･ドミートリエフ先生をお迎
えしました．実は8年半ほど前にも，三週間ほどドミート
リエフ先生をお招きし講演旅行をしたことがあります．
本誌の第26巻（1999）に掲載された先生の論文（拙訳，
11-33頁，「化学者メンデレーエフの生涯と業績―その社
会的･経済的側面」）は，そのときの成果です．
今回，ドミートリエフ先生の講演を開催して，印象的だ

ったのは，メンデレーエフの伝記的研究でまだ残る問題
はあるかという聴講者からの質問に対する先生の答えで
した．まだ，残る問題の中で，メンデレーエフ20代の西
欧留学（ハイデルベルク滞在）時代のことを挙げられてい
ました．私は，メンデレーエフの留学については，よく知
られているように思っていました．しかし，実は，ソ連時
代のロシアの研究者はおいそれとはドイツ（当時は西ド
イツ）に研究に行けなかったし，ドイツの研究者はメンデ
レーエフにはほとんど関心がないので調べられていない
といいます．同じようなことは，日本の明治大正の化学者
の留学についても言えるのではないでしょうか．留学時
代の話は，本人の回想記の記述に頼ることが多く，留学先
での調査はまだ十分でないように思います．
2004年に化学史学会創立30周年記念事業の一環とし

てカナダのトロント大学からトレヴァ･ルヴィア教授を
お招きしました．化学史分野でもこうした外国人研究者
との交流を，さらに推し進めたいものです．
私の編集後記は，今回が最後になります．次回からは，

吉本秀之新編集委員長が書いてくださるでしょう．短い
間でしたが，その間の会員の皆さんのご協力に感謝しま
す．引き続き，皆さんからの投稿をお待ちしています．

(梶 雅範)

編 集 委 員

委員長：梶 雅 範

委 員：内 田 正 夫 大 野 誠 河 野 俊 哉

田 中 浩 朗 中 村 征 樹 古 川 安

吉 本 秀 之

編集協力委員

小川眞里子 隠岐さや香 上 仲 博 川 島 慶 子

菊 池 好 行 菊地原洋平 瀬戸口明久 塚 原 東 吾

徳 元 琴 代 八 耳 俊 文 山 田 俊 弘

維 持 会 員

味 の 素 ㈱ 住 友 化 学 工 業 ㈱
㈱ カ ネ カ 三 菱 化 学 ㈱

賛 助 会 員

㈱ 東 京 教 学 社 三 共 ㈱
㈶日本分析センター 三 共 出 版 ㈱
㈶肥料科学研究所 ㈱ 第 一 学 習 社
和 光 純 薬 工 業 ㈱ ㈶武田科学振興財団
金沢工業大学ライブラリーセンター 日 揮 ㈱
内藤記念くすり博物館 川合化学技術研究事務所

複写される方に
本誌に掲載された著作物を複写したい方は，(社)日本複

写権センターと包括複写許諾契約を締結されている企業の従
業員以外は，著作権者から複写権等の行使の委託を受けてい
る次の団体から許諾を受けて下さい．著作物の転載・翻訳の
ような複写以外の許諾は，直接本会へご連絡下さい．
〒107-0052東京都港区赤坂9-6-41 乃木坂ビル

学術著作権協会
Tel：03-3745-5618 Fax：03-3745-5619
E-mail：kammori＠msh.biglobe.ne.jp

化学史研究 第33巻 第4号（通巻117号）

2006年12月10日発行

KAGAKUSHI Vol.33,No.4.(2006)

年4回発行 定価2,625円（本体2,500円)

編集・発行 化学史学会 (JSHC)

The Japanese Society for the History of Chemistry

会 長：亀山 哲也

President：Tetsuya KAMEYAMA

編集代表者：梶 雅範

Editor in Chief：Masanori KAJI

学会事務局 Office

愛知県立大学外国語学部大野研究室

╱c o Prof.Makoto Ohno,Aichi Prefectural University
 

Faculty of Foreign Studies,Kumabari,Nagakute,

Aichi,480-1198,Japan
 

Phone0561-64-1111；Fax0561-64-1107

印刷 中央印刷㈱

〒162-0814 東京都新宿区新小川町4-24

Tel.03-3269-0221㈹ Fax 03-3267-3051

Overseas Distributor：Maruzen Co.,Ltd.

P.O.Box5050,Tokyo International,100-3199Japan
 

Phone 03-3272-7211；Telex J-26517

昭和52年3月24日 郵政省学術刊行物指定


